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「
月

島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）

　
1
わ
が
国
近
代
都
市
労
働
老
生
活
の
形
成
と
「
月
島
調
査
」」

合

隆

男

　
　
　
e
　
は
じ
め
に

　
　
　
⇔
　
「
月
島
調
査
」
と
そ
の
背
景
…
…
…
…
以
上
前
号

　
　
　
6
高
野
岩
三
郎
と
「
月
島
調
査
」
…
…
…
以
下
本
号

　
　
　
四
　
「
月
島
調
査
」
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
高
野
岩
三
郎
と
「
月
島
調
査
」

月
島
調
査
活
動
に
現
地
で
実
際
に
従
事
し
た
の
は
権
田
保
之
助
、
星
野
鐵
男
、
山
名
義
鶴
ら
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
調
査
を
企
画
し
、
推
進
し
た

の
は
、
保
健
衛
生
調
査
会
の
委
員
で
も
あ
る
高
野
岩
三
郎
で
あ
つ
た
．

高
野
岩
三
郎
（
一
八
七
一
ー
一
九
四
九
年
）
は
、
ω
日
本
の
社
会
科
学
の
発
達
、
特
に
経
済
学
、
社
会
統
計
学
の
発
達
、
社
会
政
策
学
会
で
の
活

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
一
五
七
一
）
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
一
五
七
二
）

躍
、
に⇒
国
勢
調
査
・
家
計
調
査
・
労
働
統
計
等
の
本
格
的
な
調
査
統
計
事
業
の
推
進
、
圃
社
会
間
題
、
特
に
労
働
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
調
査

（
「
東
京
に
於
ケ
ル
ニ
＋
職
工
家
計
調
査
」
一
九
一
六
年
、
「
月
島
調
査
」
一
九
一
八
⊥
一
〇
年
）
、
後
進
の
育
成
指
導
・
啓
蒙
（
ウ
ェ
ッ
プ
夫
妻
の
『
産
業
民
主
制
』

ほ
か
の
訳
書
刊
行
、
労
働
学
校
、
東
京
統
計
協
会
）
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
創
立
運
営
、
労
働
科
学
研
究
所
、
産
業
労
働
調
査
所
等
の
民
間
研
究

調
査
機
関
の
援
助
、
㈹
兄
房
太
郎
の
影
響
を
強
く
う
け
つ
つ
労
働
運
動
・
社
会
運
動
に
た
い
す
る
理
解
と
援
助
、
団
晩
年
に
お
け
る
日
本
共
和
国

憲
法
私
案
と
放
送
民
主
化
等
に
よ
つ
て
、
近
代
日
本
の
社
会
科
学
上
の
学
問
活
動
と
社
会
運
動
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と

　
　
　
（
1
）

こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
「
月
島
調
査
」
の
意
図
が
ど
の
辺
に
あ
つ
た
の
か
を
探
る
意
味
で
、
高
野
岩
三
郎
と
「
月
島
調
査
」
と
の
関
係
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た

い
。
そ
こ
で
、
特
に
高
野
の
労
働
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
展
開
と
そ
の
接
近
方
法
、
そ
し
て
そ
の
過
程
に
お
け
る
月
島
調
査
と
の
か
か
わ
り
合
い

を
検
討
し
て
み
た
い
。
高
野
の
社
会
問
題
、
労
働
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
は
自
ら
「
…
国
際
的
自
由
都
市
（
長
崎
）
の
中
心
に
お
い
て
町
人
の
家

に
生
れ
た
私
ど
も
は
さ
ら
に
東
京
の
真
ン
中
で
下
町
ッ
子
と
し
て
不
規
則
ぎ
わ
ま
る
し
か
も
奔
放
轄
達
な
る
教
育
の
う
ち
に
育
て
あ
げ
ら
れ
た
次

第
で
あ
つ
て
、
私
ど
も
の
独
立
自
由
・
負
け
ず
嫌
い
の
強
き
を
挫
き
弱
き
を
助
け
る
と
い
う
幡
随
院
長
兵
衛
的
気
性
は
こ
の
境
遇
環
境
の
中
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

お
の
ず
か
ら
養
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
自
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
」
と
す
る
生
来
の
自
由
な
庶
民
感
情
、
「
私
は
早
く
父
を
失

つ
た
上
に
兄
が
渡
米
し
て
学
資
を
貢
い
で
く
れ
、
母
と
貧
乏
暮
し
を
し
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
つ
て
い
た
の
で
あ
り
」
、
「
社
会
問
題
に
関
心
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

つ
の
は
体
験
か
ら
き
て
い
る
」
と
い
う
自
ら
の
境
遇
、
そ
し
て
学
生
時
代
・
青
年
時
代
に
お
け
る
社
会
情
勢
、
そ
の
近
代
資
本
主
義
社
会
に
お
け

る
社
会
間
題
の
拾
頭
は
、
横
山
源
之
助
を
し
て
「
我
国
に
も
社
会
問
題
あ
り
、
階
級
の
衝
突
あ
り
、
強
者
弱
者
の
衝
突
あ
り
、
貧
富
の
衝
突
あ
り
、
特

に
日
清
戦
役
以
来
、
機
械
工
業
の
勃
興
に
よ
り
て
労
働
間
題
を
惹
き
起
し
、
物
価
の
暴
騰
は
貧
民
問
題
を
喚
起
し
漸
次
欧
米
の
社
会
問
題
に
接
近

せ
ん
と
す
、
加
ふ
る
に
政
治
社
会
の
堕
落
は
年
に
甚
し
く
今
ま
や
其
の
極
点
に
達
せ
り
…
」
「
余
は
日
清
戦
役
を
以
て
労
働
問
題
の
新
紀
元
と
為

　
　
（
4
）

す
者
な
り
」
と
言
わ
し
め
た
情
勢
に
あ
り
、
ま
た
同
時
に
「
当
時
の
社
会
に
自
由
民
権
の
空
気
が
動
い
て
い
て
、
そ
れ
が
法
科
系
統
の
学
徒
に
刺

2



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

戟
を
与
え
た
と
い
う
事
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
」
社
会
の
雰
囲
気
が
あ
り
．
こ
う
し
た
信
条
と
環
境
の
中
で
高
野
の
関
心
淋
社
会
間

題
、
労
働
問
題
に
向
け
ら
れ
て
い
つ
た
。
そ
の
社
会
観
の
形
成
過
程
で
「
日
清
戦
争
当
時
ま
だ
一
般
に
労
働
運
動
の
何
た
る
か
を
解
せ
ら
れ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（
6
）

の
際
に
お
い
て
卒
先
し
こ
れ
に
当
り
特
に
組
合
の
組
織
に
尽
せ
る
如
き
本
邦
労
働
運
動
史
上
没
す
べ
か
ら
ざ
る
先
駆
老
の
一
人
な
り
と
す
」
兄
高

野
房
太
郎
の
影
響
を
見
落
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
苦
節
十
年
を
米
国
に
過
し
、
苦
労
し
つ
つ
労
働
問
題
を
研
究
し
て
帰
国
（
一
八
九
六
年
）
し
．

「
立
て
職
工
諸
君
。
立
つ
て
組
合
を
組
織
し
、
以
て
其
重
大
な
る
責
務
と
其
男
子
た
る
面
目
を
保
つ
を
努
め
よ
。
諸
君
の
前
途
は
多
望
な
り
。
要

す
る
所
は
不
抜
の
精
神
と
不
屈
の
意
志
の
み
．
天
は
自
ら
助
く
る
人
を
助
く
る
と
云
は
ず
や
、
奮
へ
よ
や
諸
君
、
其
自
助
心
を
発
揮
せ
よ
」
（
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

九
七
年
四
月
『
職
工
諸
君
に
寄
す
』
）
と
組
合
運
動
に
奔
走
し
、
つ
い
に
一
九
〇
四
年
清
国
・
青
島
で
三
十
六
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
兄
房
太
郎
の

存
在
は
極
め
て
大
き
か
つ
た
。

　
高
野
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
七
月
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
が
、
在
学
中
に
、
．
国
器
♂
ぎ
昌
8
甘
目
爵
岩
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

（
一
八
九
四
年
四
月
）
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
「
演
習
」
の
時
問
に
報
告
・
提
出
し
て
い
る
。
簡
単
な
報
告
書
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
れ
は
チ
ャ

ル
ズ
・
ブ
ー
ス
の
一
八
八
六
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
・
ン
ド
ン
民
衆
の
生
活
と
労
働
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
意
識
し
て
（
高
野
は
9
毘
霧
野
9
プ

い
暮
。
霞
き
傷
目
譜
9
爵
Φ
評
8
す
＜
3
ご
国
聾
ぎ
邑
。
P
一
。。
。

。
⑩
を
こ
の
報
告
書
の
中
で
引
用
し
て
い
る
）
、
東
京
の
代
表
的
な
貧
民
地
区
ー
下
谷
区
下

谷
万
年
町
、
山
伏
町
、
四
谷
区
四
谷
鮫
ケ
橋
、
芝
区
芝
新
網
町
に
つ
い
て
、
落
合
謙
太
郎
と
共
同
し
て
自
ら
試
み
た
実
態
調
査
で
あ
つ
た
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

報
告
書
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
冬
期
の
帝
国
済
民
会
原
氏
の
調
査
資
料
を
中
心
に
は
し
て
い
る
が
、
①
区
役
所
の
書
類
か
ら
作
成
し
た

統
計
諸
表
、
②
貧
民
街
の
人
々
に
直
か
に
接
触
し
て
い
る
人
々
か
ら
の
聴
取
り
、
③
個
人
的
な
観
察
と
帝
国
済
民
会
の
組
織
者
「
原
十
目
吉
」
氏

の
提
供
し
た
資
料
に
よ
つ
て
、
彼
ら
の
必
需
品
の
状
態
、
雇
用
、
精
神
状
態
、
貧
困
の
諸
原
因
等
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
横
山
源
之
助
の

『
日
本
之
下
層
社
会
』
（
一
八
九
九
年
刊
）
の
出
る
以
前
に
実
地
調
査
を
自
ら
試
み
、
C
・
ブ
ー
ス
の
階
級
区
分
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
貧
民
街

住
民
の
＠
安
楽
な
生
活
を
営
む
人
々
（
爵
①
8
巨
。
暑
暮
包
、
⑥
貧
民
（
葭
Φ
宮
＆
、
＠
極
貧
民
（
昌
⑦
ぎ
員
零
＆
、
＠
浮
浪
者
、
不
安
定
雇
用
労
務

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
志
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
一
五
七
三
）

3



　
　
　
「
月
島
調
査
」
、
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
一
五
七
四
）

者
、
乞
食
等
（
一
。
鋒
霧
も
器
q
巴
¢
』
Φ
器
貰
m
る
且
器
巨
－
＆
旨
昌
巴
・
）
、
⑥
犯
罪
人
（
＆
巨
壁
包
、
の
五
階
級
区
分
を
し
、
中
で
も
不
可
避
的
な
外
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

境
遇
原
因
に
よ
つ
て
自
ら
の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
て
い
る
＠
極
貧
層
が
非
常
に
多
い
こ
と
と
、
彼
ら
の
精
神
状
態
が
一
般

に
安
穏
で
従
順
な
性
向
を
も
ち
、
中
に
は
雇
用
や
異
常
な
利
益
の
機
会
を
も
た
ら
す
大
き
な
異
変
、
災
難
や
社
会
混
乱
を
予
期
し
待
ち
望
ん
で
い

る
も
の
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
貧
困
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
は
注
目
さ
れ
る
．
や
が
て
、
貧
困
間
題
、
工
場
法
論
議
、
組
合

運
動
、
労
働
争
議
、
鉱
毒
問
題
等
の
社
会
問
題
が
激
化
し
て
い
く
中
で
社
会
政
策
学
会
を
軸
に
労
働
問
題
、
統
計
学
、
特
に
社
会
統
計
学
に
関
す

る
研
究
・
啓
蒙
・
実
践
を
展
開
し
て
い
つ
た
。

　
高
野
は
経
済
学
、
財
政
学
、
統
計
学
を
近
代
日
本
の
中
で
国
家
学
等
か
ら
独
立
し
た
社
会
諸
科
学
と
し
て
定
着
さ
せ
る
上
で
も
大
き
な
貢
献
を

残
し
た
一
人
で
あ
る
が
、
経
済
学
を
し
て
「
人
ガ
社
会
ノ
内
二
於
テ
相
頼
リ
相
助
ケ
テ
経
済
ス
ル
有
様
」
に
つ
い
て
の
原
理
及
び
方
策
を
研
究
す

る
「
人
ノ
経
済
二
関
ス
ル
学
問
」
で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
「
人
」
と
は
「
抽
象
的
仮
想
的
ノ
人
間
ニ
ア
ラ
ズ
体
力
智
力
徳
力
を
具
へ
利
己
心
二
動
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

サ
ル
ル
ト
共
二
道
徳
習
慣
等
二
支
配
セ
ラ
ル
ル
ノ
実
在
的
人
間
ニ
ア
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
経
済
は
、
最
小
の
労
費
で
最
大
の
効
果
を

収
め
る
と
い
う
経
済
主
義
に
よ
つ
て
行
な
わ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
分
業
と
機
械
と
か
に
よ
る
貨
財
の
生
産
上
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
生
産

と
共
に
消
費
の
経
済
主
義
（
「
貸
財
の
消
費
に
向
け
得
る
と
こ
ろ
の
所
得
を
ば
、
成
る
べ
く
良
く
利
用
し
て
行
く
こ
と
が
、
消
費
の
上
に
於
け
る
経
済
主
義
の
適

用
で
あ
り
ま
す
」
）
を
、
し
か
も
、
一
時
的
な
経
済
主
義
で
は
な
く
長
い
目
か
ら
見
た
永
遠
の
経
済
主
義
、
　
一
工
場
一
事
業
上
の
経
済
主
義
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

く
全
体
的
な
経
済
主
義
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
「
我
国
民
経
済
の
地
位
」
の
向
上
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
た
．
こ
の
よ
う
な
経
済
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

い
て
の
基
本
的
認
識
に
立
つ
て
、
経
済
問
題
、
社
会
問
題
を
主
に
貧
困
問
題
、
労
働
問
題
を
中
心
に
労
働
者
問
題
と
し
て
の
視
座
か
ら
、
O
そ
の

労
働
者
の
状
況
に
つ
い
て
の
正
確
な
事
実
調
査
、
解
明
（
労
働
調
査
）
、
⇔
問
題
解
決
に
あ
た
る
労
働
者
自
ら
の
自
助
と
団
結
（
組
合
運
動
）
の
模
索

を
試
み
て
い
つ
た
と
い
え
る
。

　
第
一
の
労
働
者
状
況
に
関
す
る
正
確
な
事
実
調
査
と
解
朋
の
試
み
に
つ
い
て
は
、
高
野
は
、
統
計
調
査
、
特
に
労
働
統
計
調
査
を
中
心
に
推
進



し
て
い
つ
た
．
「
労
働
者
の
経
済
上
の
有
様
に
関
し
ま
し
て
正
確
な
る
事
実
を
調
査
」
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
工
場
法
等
の
「
労
働
者
の

保
護
に
関
す
る
法
律
を
立
て
よ
う
と
し
て
も
果
し
て
ど
の
位
ま
で
実
行
し
た
ら
宜
い
か
と
云
ふ
や
よ
う
な
見
当
が
少
し
も
付
か
な
い
訳
で
あ
り
ま

す
果
し
て
ど
の
点
ま
で
は
国
家
が
干
渉
し
て
宜
い
か
又
国
家
干
渉
以
前
に
於
て
ど
の
点
ま
で
は
労
働
者
の
自
護
策
に
放
任
す
べ
き
か
と
云
ふ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

が
明
ら
か
に
分
ら
な
い
様
に
な
り
ま
す
ど
う
し
て
も
労
働
者
の
状
況
に
関
す
る
調
査
を
正
確
に
す
る
と
云
ふ
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ

て
い
る
．
し
か
し
、
我
が
国
の
統
計
が
区
々
別
々
の
調
査
は
現
存
し
形
式
的
に
は
備
え
て
い
て
も
、
調
査
方
法
・
調
査
項
目
・
調
査
員
、
調
査
結

果
の
編
纂
整
理
、
統
計
機
関
、
統
計
学
者
の
任
務
、
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
実
質
的
な
改
善
を
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
統
計
事
業
、
統
計
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

健
全
な
発
達
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
．
理
学
思
想
・
科
学
思
想
の
発
達
、
立
憲
思
想
の
発
達
、
経
済
界
の
進
歩
に
促
さ
れ
て
、
利
害
衝

突
、
問
題
の
適
当
な
処
理
の
方
法
を
見
い
出
し
て
い
く
た
め
に
精
確
な
知
識
を
土
台
に
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
は
自
然
の
勢
い
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
た
。

　
　
　
例
え
ば
労
働
者
が
賃
銭
が
安
く
て
困
る
か
ら
、
そ
れ
を
上
げ
て
呉
れ
と
自
分
の
利
益
を
進
め
る
上
に
相
当
と
信
じ
談
判
し
ま
し
た
所
で
、
唯
一
体
に
物
価

　
　
が
高
く
な
つ
た
か
ら
困
る
と
い
ふ
事
で
は
甚
だ
論
拠
が
薄
い
の
で
あ
り
ま
す
、
我
々
の
取
つ
て
居
る
賃
銭
は
是
丈
け
で
あ
る
、
ト
コ
ロ
が
、
今
の
世
の
中
の

　
　
物
価
は
、
殊
に
生
活
の
必
要
品
は
現
に
何
割
上
つ
て
居
る
、
今
日
以
後
に
於
て
総
て
の
経
済
状
態
に
付
て
考
え
て
見
る
と
、
矢
張
り
期
う
云
ふ
状
態
億
数
字

　
　
の
上
に
於
て
続
く
も
の
と
言
は
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
然
ら
ば
我
々
の
報
酬
も
何
割
位
上
げ
て
呉
れ
な
け
れ
ば
困
る
と
い
ふ
や
う
な
、
精
確
な
知
識
の
下
に
自

　
　
分
の
要
求
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
聞
く
者
も
聴
ざ
る
を
得
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
し
、
柳
々
斯
う
云
ふ
要
求
を
す
る
者
も
、
確
乎
た
る
、
自
信
力
を
以
て
要
す
る

　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
訳
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
正
確
な
知
識
の
要
求
は
必
然
で
あ
る
と
す
る
高
野
は
、
労
働
統
計
を
大
き
く
O
労
働
者
人
口
に
関
す
る
統
計
、
⇔
労
働
市
場
に
関

す
る
統
計
、
㊧
労
働
条
件
に
関
す
る
統
計
、
㊨
同
盟
罷
工
及
び
同
盟
解
雇
に
関
す
る
統
計
、
㈲
労
働
保
険
に
関
す
る
統
計
、
因
特
に
女
子
少
年
及

家
内
工
業
の
労
働
者
に
関
す
る
統
計
、
㈹
労
働
者
の
衣
食
住
其
他
の
生
活
状
況
に
関
す
る
統
計
、
¢
9
労
働
組
合
に
関
す
る
統
計
、
と
い
う
八
つ
の

　
　
　
　
（
1
5
）

領
域
を
設
定
し
、
当
時
の
農
商
務
省
、
内
務
省
、
内
閣
統
計
局
と
全
く
別
に
労
働
省
労
働
統
計
局
創
設
の
構
想
、
「
我
国
今
後
の
労
働
問
題
の
取

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
（
一
五
七
五
）
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「
月
肪
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
（
一
五
七
六
）

扱
は
既
存
の
官
省
に
任
せ
る
の
で
は
不
充
分
で
あ
る
、
之
が
た
め
に
は
別
に
独
立
し
た
労
働
省
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
確
信
す
る
が
、
此
の

労
働
省
が
設
け
ら
れ
た
る
と
き
に
は
、
此
の
中
に
労
働
統
計
局
を
置
き
、
適
当
な
る
人
物
を
選
定
し
、
利
害
関
係
者
殊
に
労
働
者
側
の
好
感
と
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

力
と
を
以
て
専
心
労
働
統
計
事
務
に
当
ら
し
む
の
が
最
上
策
と
考
え
る
」
と
い
う
長
年
の
先
駆
的
構
想
を
含
め
て
、
我
が
国
の
社
会
統
計
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ

体
系
化
、
定
着
化
、
民
衆
化
に
大
ぎ
な
貢
献
を
し
た
。
所
定
の
調
査
様
式
・
家
計
簿
式
に
よ
る
職
工
家
族
自
ら
の
記
帳
方
式
に
よ
る
調
査
「
東
京

二
於
ケ
ル
ニ
十
職
工
家
計
調
査
」
（
一
九
一
六
年
五
月
調
査
）
、
「
東
京
市
京
橋
区
月
島
に
於
け
る
実
地
調
査
」
（
一
九
一
八
～
一
九
二
〇
年
）
、
我
が
国
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

一
回
国
勢
調
査
お
よ
び
東
京
市
な
ど
の
市
勢
調
査
の
結
果
を
活
用
し
た
統
計
分
析
「
本
邦
に
於
け
る
社
会
経
済
組
織
の
推
移
」
（
一
九
二
六
年
三
月
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

「
我
国
に
於
け
る
統
計
的
調
査
の
二
典
型
と
し
て
の
国
勢
調
査
と
家
計
調
査
」
　
（
一
九
三
五
年
）
な
ど
は
、
高
野
の
一
連
の
あ
く
ま
で
正
確
な
知
識

を
求
め
、
基
礎
と
し
て
事
実
発
見
の
た
め
の
調
査
、
統
計
調
査
活
動
の
具
体
的
例
で
あ
つ
た
．

　
高
野
の
統
計
調
査
活
動
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
一
つ
の
基
本
的
な
考
え
は
、
統
計
の
基
礎
が
民
衆
に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
「
人
民
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

統
計
の
効
用
を
認
め
な
け
れ
ば
、
統
計
の
進
歩
は
出
来
る
気
遣
い
無
い
」
、
更
に
進
め
て
利
害
者
で
あ
る
労
働
者
自
ら
の
統
計
的
活
動
、
「
労
働
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

合
が
直
接
間
接
に
有
力
な
る
援
助
を
な
す
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立
脚
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
労
働
問
題
解
決
の
鍵
は
労
働

者
自
身
の
内
に
求
め
る
外
は
な
い
と
す
る
、
高
野
の
労
働
問
題
観
の
も
う
一
つ
の
側
面
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
．

　
さ
て
、
第
二
の
労
働
問
題
観
の
展
開
、
問
題
解
決
に
あ
た
る
労
働
者
自
ら
の
自
助
と
団
結
（
組
合
運
動
の
育
成
）
の
模
索
に
つ
い
て
の
考
え
も
一

貫
し
て
底
流
に
あ
つ
た
と
い
え
る
．
す
な
わ
ち
、
労
働
問
題
解
決
の
た
め
の
原
動
力
と
し
て
の
労
働
者
自
身
の
自
助
と
団
体
が
な
け
れ
ば
、
一
方

的
・
強
制
的
国
家
的
手
段
、
社
会
政
策
は
、
「
徒
ら
に
労
働
者
を
し
て
国
家
に
依
頼
せ
し
め
、
又
雇
主
に
対
す
る
依
頼
心
を
ば
助
長
し
て
、
さ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

て
労
働
者
自
ら
進
ん
で
自
分
の
処
置
を
や
る
と
い
ふ
自
助
的
の
活
動
を
弱
め
て
し
ま
う
」
、
換
言
す
れ
ぽ
、
社
会
政
策
は
一
方
的
・
強
制
的
・
一

時
的
な
保
護
、
「
救
済
」
の
対
象
に
は
一
定
の
枠
が
あ
り
、
し
か
も
取
締
の
対
象
と
し
て
で
は
な
く
補
助
的
奨
励
的
方
法
を
も
つ
て
な
す
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

り
、
人
々
、
労
働
者
の
自
助
と
団
結
を
促
す
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
b
、
と
い
う
考
え
方
に
立
脚
し
て
い
た
。

6



　
約
三
十
年
に
及
ぶ
法
案
作
成
・
事
情
調
査
・
審
議
・
議
論
の
結
果
漸
く
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）
に
制
定
さ
れ
る
に
至
る
工
場
法
を
め
ぐ
つ

て
、
そ
の
過
程
で
開
催
さ
れ
た
社
会
政
策
学
会
大
会
（
一
九
〇
七
年
＋
二
月
）
で
高
野
は
、
工
場
法
と
労
働
問
題
に
つ
い
て
の
彼
の
基
本
的
考
え
を

示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
十
二
才
以
下
の
幼
者
使
用
の
禁
止
、
十
二
才
か
ら
十
六
才
未
満
の
男
女
労
働
者
の
長
時
間
労
働
制
限
（
十

二
時
間
の
最
長
限
は
長
過
き
る
の
で
八
時
間
を
以
て
最
長
限
と
な
す
可
き
で
あ
る
）
、
工
場
の
監
督
官
の
組
織
等
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
発

言
し
て
い
る
。

　
　
　
け
れ
ど
も
私
は
モ
ウ
一
つ
工
場
法
の
実
施
に
付
て
実
際
有
力
な
る
監
督
の
機
関
と
な
り
得
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
事
を
確
信
し
ま
す
．
そ
れ
は
即
ち
労
働

　
　
者
の
団
結
で
あ
り
ま
す
。
労
働
者
の
団
結
は
随
分
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
私
は
工
場
法
と
い
う
者
が
、
世
の
中
に
段
々
職
工
が
増
し
て

　
　
来
る
に
連
れ
て
、
ど
う
し
て
も
出
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
つ
の
立
法
で
あ
る
と
い
う
事
を
確
信
す
る
が
如
く
に
、
労
働
者
の
団
体
、
即
ち
職
工
組
合
（
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

　
　
　
レ
ー
ド
、
ユ
ニ
ォ
ン
）
が
矢
張
り
出
て
来
る
、
且
つ
出
て
来
る
事
が
宜
い
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

　
ま
た
労
働
保
険
を
め
ぐ
る
一
九
一
一
年
に
開
か
れ
た
同
じ
社
会
政
策
学
会
大
会
で
も
、
同
様
な
主
旨
で
、

　
　
　
要
す
る
に
私
の
労
働
問
題
の
解
釈
に
対
す
る
所
の
立
場
は
、
常
に
同
じ
で
あ
る
．
私
は
飽
ま
で
労
働
者
の
自
助
的
方
法
に
依
つ
て
、
自
分
の
こ
と
は
自
分

　
　
　
で
処
理
し
て
行
く
と
い
う
方
法
を
以
て
、
労
働
問
題
を
解
釈
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
立
場
を
常
に
維
持
し
て
動
か
ぬ
者
で
あ
り
ま

　
　
す
。
労
働
者
自
ら
が
自
分
の
地
位
を
自
覚
し
、
自
分
の
権
利
を
ば
悟
つ
て
、
事
物
の
有
様
に
応
じ
て
、
自
分
で
進
ん
で
自
助
の
方
法
に
依
つ
て
万
事
を
や
つ

　
　
　
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
一
番
肝
要
で
あ
つ
て
、
此
事
が
行
は
れ
な
い
時
に
於
て
、
外
の
こ
と
を
や
つ
た
所
で
、
そ
れ
は
私
は
唯
々
一
時
を
ぽ
彌
縫
す
る
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

　
　
う
策
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
十
分
に
労
働
問
題
の
解
釈
に
は
効
が
あ
る
と
言
へ
ぬ
と
信
じ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
野
は
労
働
者
の
団
結
に
よ
る
自
助
的
方
法
こ
そ
が
労
働
問
題
解
決
の
鍵
で
あ
り
組
合
運
動
の
育
成
こ
そ
肝
要
で
あ
る
と
い
う

信
念
を
も
つ
て
い
た
が
、
現
実
の
組
合
運
動
は
遅
々
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
労
働
運
動
家
鈴
木
文
治
は
一
九
一
二
（
大
正
二
）
年
十
一
月
の
社
会

政
策
学
会
大
会
で
「
日
本
に
於
け
る
労
働
争
議
の
特
質
」
に
触
れ
て
、
い
ま
だ
堅
実
な
労
働
団
体
が
組
織
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
の
非
組
織
的
で
、
著

し
く
感
情
的
で
あ
り
、
調
停
仲
裁
機
関
を
欠
き
、
し
か
も
治
安
警
察
法
に
よ
り
同
盟
罷
業
者
は
法
律
上
犯
罪
人
と
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
が

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
（
一
五
七
七
）
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，
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
（
一
五
七
八
）

　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

現
実
で
あ
つ
た
．
ま
た
消
費
組
合
に
し
て
も
「
日
清
戦
争
後
鉄
工
組
合
ト
相
伴
フ
テ
東
京
横
浜
二
生
レ
タ
ル
労
働
者
ノ
消
費
組
合
ハ
幾
モ
ナ
ク
煙

ノ
如
ク
消
散
セ
リ
爾
後
年
ヲ
経
ル
コ
ト
ニ
十
年
二
近
ク
シ
テ
吾
人
ハ
尚
ホ
僅
二
長
浦
（
神
奈
川
県
三
浦
郡
の
長
浦
購
買
組
合
）
、
日
光
（
栃
木
県
日
光
町

の
日
光
精
銅
所
共
同
購
買
組
合
）
ノ
組
合
ヲ
見
テ
慰
ム
ル
ニ
過
ズ
都
会
労
働
者
ノ
自
助
的
運
動
ハ
之
ヲ
翠
呂
①
⇔
巳
8
二
求
メ
テ
得
ズ
之
ヲ
O
。
8
①

蚕
江
ぎ
望
。
奉
に
求
メ
テ
獲
ズ
依
然
ト
シ
テ
尚
ホ
将
来
ヲ
望
ン
デ
期
待
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
吾
人
ハ
余
リ
ニ
其
発
達
ノ
緩
漫
ナ
ル
ニ
驚
異
セ
ズ
ン
バ

　
　
　
　
　
（
％
）

ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
い
う
現
状
で
あ
つ
た
．

　
と
こ
ろ
で
、
「
二
十
職
工
家
計
調
査
」
、
そ
し
て
「
月
島
調
査
」
も
、
高
野
の
労
働
問
題
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
、
す
な
わ
ち
、
ω
労
働
問
題

及
び
労
働
者
問
題
の
把
握
の
た
め
の
正
確
な
労
働
調
査
・
労
働
統
計
の
必
要
、
㈹
問
題
解
決
の
た
め
の
労
働
者
自
身
の
自
助
的
方
法
、
労
働
組
合

の
育
成
と
い
う
二
つ
の
考
え
と
前
節
で
み
た
労
働
者
生
活
問
題
を
め
ぐ
る
社
会
的
背
景
（
「
月
島
調
査
と
そ
の
背
景
」
）
（
本
誌
前
号
）
に
お
い
て
、
具
体

的
に
試
み
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
つ
て
、
「
月
島
調
査
」
が
内
務
省
保
健
衛
生
調
査
会
を
調
査
母
体
に
し
た
都
市
衛
生
調
査
で
あ
つ
た
と
は

い
え
、
「
月
島
調
査
」
に
お
い
て
高
野
が
意
図
し
て
い
た
こ
と
も
大
筋
で
は
こ
の
よ
う
な
ω
ω
の
二
つ
の
労
働
間
題
観
の
展
開
過
程
で
の
実
証
的

試
み
・
模
索
で
あ
つ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
月
島
調
査
の
実
際
に
即
し
て
月
島
調
査
の
意
図
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ω
熟
練
職
工
を
中
心
と
す
る
都
市
工
場
労
働

者
の
状
況
に
つ
い
て
の
正
確
な
調
査
・
労
働
者
生
活
統
計
調
査
を
意
図
し
て
い
た
。
月
島
調
査
そ
れ
自
体
は
内
務
省
保
健
衛
生
調
査
会
を
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
や
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

母
体
に
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
高
野
が
単
な
る
保
健
衛
生
調
査
に
と
ど
ま
り
得
ず
経
済
的
社
会
的
調
査
を
も
包
含
し
得
る
も

へ

の
と
し
て
構
想
し
て
い
た
こ
と
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
で
に
前
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
労
働
者
階
級
、
な
か
で
も
熟
練
職
工
家
族
の

団
聚
す
る
地
域
を
対
象
と
し
て
月
島
調
査
を
実
施
す
る
と
い
う
背
景
に
は
、
労
働
問
題
、
広
く
労
働
者
生
活
問
題
が
あ
り
、
保
健
衛
生
調
査
会
活

動
と
し
て
の
保
健
衛
生
上
の
問
題
を
通
じ
て
、
基
本
的
に
は
労
働
問
題
、
労
働
者
生
活
問
題
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
視
座
が
明
白
に
あ
つ
た
．
高

野
の
『
本
邦
人
口
の
現
在
及
将
来
』
（
一
九
一
六
年
刊
）
は
保
健
衛
生
調
査
会
の
初
会
議
で
の
国
民
体
位
低
下
の
問
題
提
起
に
対
す
る
高
野
の
既
存

8



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

統
計
資
料
の
分
析
及
び
提
言
で
あ
つ
た
。
ま
た
「
二
十
職
工
家
計
調
査
」
（
一
九
一
六
年
実
施
）
の
家
計
調
査
を
踏
ま
え
て
、
先
の
労
働
統
計
の
領

域
の
主
に
労
働
者
の
衣
食
住
他
の
生
活
状
態
に
関
す
る
統
計
、
労
働
者
人
口
に
関
す
る
統
計
、
労
働
条
件
に
関
す
る
統
計
を
中
心
に
し
た
労
働
統

計
調
査
を
意
図
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
に
O
労
働
者
の
生
活
状
態
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
て
い
く
た
め
に
、
労
働
統
計
調
査
法
に
と
ど
ま
ら
な
い
社
会
調
査
方
法
上
の
模
索
（
標
本
調
査

と
し
て
の
月
島
調
査
）
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
高
野
の
い
う
正
確
な
調
査
資
料
の
必
要
と
統
計
調
査
へ
の
労
働
者
自
ら
の
協
力
や
活
動
と
い
う
考

え
に
も
連
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
月
島
に
お
け
る
約
二
年
半
に
わ
た
る
調
査
所
の
設
置
、
社
会
地
図
作
成
、
参
与
観
察
、
住
民
と
の
接
触
、
実
地

調
査
な
ど
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
そ
れ
ま
で
の
統
計
調
査
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
社
会
生
活
殊
に
大
都
会
の
労
働
者
生
活
の
調
査
方
法
の
上
に
も
亦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

幾
分
の
参
考
を
供
し
得
る
も
の
」
と
し
て
意
図
し
て
い
た
と
い
え
る
。
「
…
調
査
方
法
と
し
て
は
調
査
地
に
直
接
調
査
所
を
設
け
、
専
任
の
調
査

担
当
者
が
成
る
べ
く
常
に
此
処
に
居
住
し
、
処
に
慣
れ
民
衆
に
親
し
み
つ
つ
実
地
の
調
査
を
行
ふ
こ
と
が
得
策
で
あ
る
．
」
「
之
を
要
す
る
に
此
の

種
の
調
査
は
単
に
一
片
の
形
式
的
調
査
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
．
直
ち
に
民
衆
に
接
触
し
、
目
の
前
り
民
衆
の
生
活
中
よ
り
自
然
に
生
れ
出
る
所
の

調
査
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
こ
そ
始
め
て
調
査
の
形
骸
に
精
神
を
与
え
、
血
と
肉
と
を
以
て
充
ち
満
ち
し
む
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

（
四
）る
。
」
後
年
の
論
文
「
本
邦
に
於
け
る
社
会
事
実
の
調
査
方
法
に
就
て
」
（
一
九
三
四
年
七
月
）
で
「
標
本
調
査
も
亦
本
邦
に
於
て
其
例
少
な
し
と
せ

な
い
、
只
亜
米
利
加
に
行
ぱ
る
る
「
ソ
シ
ア
ル
・
サ
ー
ヴ
ェ
i
」
の
0
9
鋒
の
霞
く
亀
流
の
も
の
に
至
て
は
尚
ほ
末
だ
多
し
と
は
言
へ
な
い
や
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

あ
る
。
私
共
が
嘗
て
大
正
七
・
八
年
の
頃
東
京
市
京
橋
区
月
島
に
於
て
行
つ
た
調
査
の
如
き
は
其
の
一
例
と
し
て
挙
る
に
足
る
と
考
へ
ま
す
」
と

明
確
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
㈹
調
査
活
動
に
お
け
る
労
働
者
及
び
労
働
団
体
の
協
力
と
組
合
組
織
化
の
可
能
性
、
組
合
運
動
の
育
成
ー
高
野
の
長
年
の
労
働
問
題
観
の
展
開

の
中
で
こ
の
こ
と
は
、
特
に
重
要
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自
ら
の
信
念
と
現
実
と
の
葛
藤
の
中
で
月
島
調
査
に
お
い
て
も
基
本
的
に
意
図
さ

れ
て
い
た
と
い
え
る
ー
そ
の
こ
と
は
月
島
調
査
で
試
み
ら
れ
た
調
査
の
対
象
と
内
容
、
調
査
方
法
の
採
用
に
も
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
確
か

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
一
五
七
九
）
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
（
一
五
八
○
）

に
調
査
項
目
が
「
衣
食
住
其
他
の
生
活
状
態
」
を
中
心
と
し
そ
れ
自
体
も
多
面
的
で
断
片
的
調
査
に
と
ど
ま
り
、
労
働
市
場
・
組
合
・
同
盟
罷

業
・
労
働
保
険
等
に
関
す
る
調
査
を
始
め
か
ら
大
ぎ
く
欠
落
さ
せ
て
い
た
．
だ
が
、
基
本
的
に
労
働
者
の
生
活
状
況
の
調
査
と
調
査
活
動
を
通
じ

て
組
合
組
織
化
の
可
能
性
を
探
り
出
そ
う
と
す
る
意
図
を
も
つ
て
い
た
と
考
え
た
い
。
結
果
的
に
は
こ
れ
ら
の
意
図
が
消
極
的
な
形
で
帰
結
さ

れ
、
労
働
運
動
や
行
政
に
間
接
的
に
し
か
反
映
さ
れ
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
権
田
保
之
助
、
星
野
鐵
男
、
山
名
義
鶴
ら
の
調
査
員
」
更
に
さ
ま
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

ま
の
労
働
運
動
家
、
職
工
ら
に
少
な
か
ざ
る
影
響
と
交
流
の
場
を
与
え
て
い
く
の
で
あ
る
．

　
従
つ
て
．
関
谷
耕
一
が
「
高
野
が
月
島
調
査
に
盛
つ
た
意
図
、
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
に
お
け
る
労
働
問
題
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
解

決
す
る
主
役
で
あ
る
労
働
組
合
の
組
織
化
の
可
能
性
を
、
大
工
業
都
市
の
代
表
的
地
域
で
あ
る
月
島
で
検
証
し
よ
う
と
し
た
試
み
は
少
く
と
も
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

半
部
分
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
回
答
を
も
つ
て
終
つ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
前
半
部
分
に
つ
い
て
も
、
後
半
部
分
に
つ
い
て

も
そ
の
早
急
な
結
論
づ
け
に
は
疑
問
と
し
た
い
．

　
（
1
）
　
関
谷
論
文
（
前
出
）
、
鈴
木
鴻
一
郎
編
『
高
野
岩
三
郎
著
・
か
つ
ぽ
の
屍
ー
遣
稿
集
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
一
年
。
大
島
清
『
高
野
岩
三
郎
伝
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八

　
　
年
。
大
島
清
『
人
に
志
あ
り
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
。
大
橋
隆
憲
『
日
本
の
続
計
学
』
法
律
文
化
社
、
一
九
六
五
年
．

　
（
2
）
　
『
か
つ
ぱ
の
屍
』
（
前
掲
）
、
四
〇
頁
．

　
（
3
）
　
同
上
、
九
〇
頁
。

　
（
4
）
　
横
山
源
之
助
「
日
本
の
社
会
運
動
」
、
『
日
本
の
下
層
社
会
』
（
岩
波
文
庫
）
に
収
録
、
二
九
五
頁
．
三
〇
四
頁
。

　
（
5
）
　
『
か
つ
ば
の
屍
』
（
前
掲
）
、
九
〇
頁
。

　
（
6
）
　
『
か
つ
ば
の
厩
』
（
前
掲
）
「
高
野
房
太
郎
」
、
二
九
二
頁
。

　
（
7
）
　
大
島
清
『
人
に
志
あ
り
』
（
前
掲
）
所
収
の
「
高
野
房
太
郎
」
参
照
。

　
（
8
）
　
そ
の
全
文
は
『
か
つ
ぱ
の
屍
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
六
七
－
八
七
頁
．
こ
の
．
、
蜜
9
ぎ
巳
§
ぎ
目
。
与
。
、
、
と
題
す
る
英
文
レ
ポ
ー
ト
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
ぎ
球
a
仁
9
0
周
矯

　
　
　
ド
　
　
｝
の
げ
O
詳
の
犀
9
0
げ
O
騰
国
餌
曾
U
O
μ
山
O
ロ

　
　
　
P
　
月
冒
Φ
o
目
気
且
8
一
眉
o
o
り
∪
一
¢
霞
一
〇
宏
ぎ
目
o
犀
網
O

　
　
　
　
（
鋼
）
冒
碧
ロ
魯
ゐ
ぎ
営
oo
霞
鼠
る
｝
（
げ
）
の
費
g
詔
当
毬
冨
冒
嘱
o
駐
ξ
欝
（
。
）
oo
圧
b
山
巨
－
。
宮
甘
ω
注
冨

10
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（
暫
）
の
。
目
Φ
警
蝕
匿
。
銑
＄
げ
一
Φ
・
巨
＆
Φ
耳
幕
守
。
ヨ
芸
Φ
山
。
。
自
目
Φ
暮
・
。
馬
夢
Φ
一
。
。
巴
O
臣
8
の

　
（
げ
）
蜜
網
8
毫
Φ
冨
豊
。
冨
且
夢
坦
ψ
畠
。
。
ぎ
器
け
Φ
毎
帥
旨
目
導
品
⑦
屋
。
騰
菩
Φ
山
≦
。
一
一
冒
曽
。
馬
夢
Φ
も
。
。
同

　
（
。
）
蜜
網
づ
①
お
。
轟
一
。
蕃
霞
奉
け
一
。
凄

　O

O
P
（
一
一
σ
一
〇
口
皿
　
O
h
　
け
げ
①
　
一
｝
O
O
吋

　
（
騨
）
9
。
彗
凝
彗
幽
び
①
α
一
（
げ
）
明
。
。
倉
（
。
）
U
毒
一
＝
轟
博
（
q
）
田
雷
一
些
卑
且
路
ぎ
＄
皿
讐
（
Φ
）
∪
即
ξ
Φ
巻
①
霧
Φ
。
晦
夢
①
冨
琶
零

　
（
”
）
困
巳
・
。
騰
①
巨
三
昌
目
o
暮
・
り
（
げ
）
鍔
げ
。
弩
ぎ
弩
皿
’
（
。
）
名
品
＄

　
　
蜜
Φ
ロ
冨
一
〇
〇
ロ
象
菖
o
ロ

（
即
）
勺
雷
8
旨
ご
一
聲
。
。
・
註
。
β
。
隔
夢
①
客
。
さ
（
げ
）
の
。
馨
①
図
ぼ
。
合
β
胃
気
ぎ
冨
の
℃
（
。
）
の
唇
①
鋒
§
。
p
（
島
）
園
ぎ
蝕
。
ロ
。
h
＆
芽
Φ
p
（
Φ
）
9
ぎ
8

　
　
0
暫
臣
＄
o
哺
勺
o
お
旨
気

　
　
O
自
o
冒
9
p
㎎
閃
Φ
目
導
冨

　
同
書
、
七
三
頁
。

　
「
経
済
学
ノ
定
義
及
分
科
二
就
テ
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
明
治
三
一
年
六
月
。

　
高
野
「
我
国
民
経
済
の
地
位
」
『
統
計
集
誌
』
明
治
四
五
年
四
月
。

　
「
労
働
局
設
置
の
必
要
⇔
」
『
労
働
世
界
』
明
治
三
一
年
九
月
一
日
。

　
「
本
邦
統
計
の
改
善
に
就
い
て
」
『
統
計
集
誌
』
大
正
二
年
十
二
月
。

　
同
論
文
、
十
五
頁
．

　
「
労
働
問
題
と
労
働
統
計
」
『
統
計
集
誌
』
大
正
八
年
七
月
。

　
同
論
文
、
五
頁
。

　
「
本
邦
に
於
け
る
社
会
経
済
組
織
の
推
移
」
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
四
巻
第
一
号
大
正
十
五
年
三
月
。

　
「
我
国
に
於
け
る
統
計
的
調
査
の
二
典
型
と
し
て
の
国
勢
調
査
と
家
計
調
査
し
『
月
刊
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
二
巻
、
七
号
、
昭
和
十
年
七
月
。

「
月
島
調
査
』
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
一
五
八
一
）

QQ
　
の
O
μ
ぎ
＄
即
げ
O
暮
爵
Φ
O
O
ロ
象
菖
o
騒
o
騰
爵
Φ
勺
o
o
り

命
　
　
　
ト
　
の
げ
O
村
ひ
　
国
一
〇陰
一
〇
『
陣
O
鱒
一
　
ω
屏
①
け
O
犀
　
O
h
　
ひ
『
［
O
　
℃
O
O
村
　
一
西
Φ
一
一
Φ
恥

一
　
Ω
o
ロ
Φ
蚕
一
の
彗
く
塁
o
h
夢
0
9
㎝
鼠
9
・

鱒
　
∪
一
く
互
自
o
一
夢
o
｝
8
覧
Φ
一
旨
o
国
く
Φ
9
器
器
・

ω
　
　
　
O
O
づ
山
一
げ
凶
O
口
胆
　
O
騰
　
け
げ
Φ
　
ソ
『
①
O
①
ω
の
騨
吋
一
Φ
口

高
　
国
崔
巨
o
網
旨
Φ
耳
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）

（
1
9
）
　
「
本
邦
統
計
の
改
善
に
就
て
」
（
前
掲
）
、
二
二
頁
。

（
2
0
）
　
「
労
働
問
題
と
労
働
統
計
」
（
前
掲
）
、
五
頁
．

（
雛
）
　
社
会
政
策
学
会
論
叢
第
五
冊
『
労
働
保
険
』
、
明
治
四
十
五
年
五
月
、
同
文
館
、

（
2
2
）
　
社
会
政
策
学
会
論
叢
第
一
冊
『
工
場
法
と
労
働
問
題
』
、
明
治
四
十
一
年
四
月
、

年
九
月
。

27　26　25　24　23
）　　）　　）　　）　　）

十
六
頁
。

同
文
館
、

が
ら
、

乳
児
及
母
親
の
栄
養
の
改
善
、

程
度
の
改
良
上
進
」

政
策
」

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）野
岩
三
郎
編
『
本
邦
社
会
統
計
論
』
経
済
学
全
集
第
五
十
二
巻
・
改
造
社
・
昭
和
八
年
）

純
然
た
る

報
告
」
第
一
輯
並
に
第
』
輯
附
録
の
一
及
二
に
収
め
ら
れ
て
あ
る
」

（
31
）

（
32
）

一
二
　
　
（
一
五
八
二
）

「
救
済
事
業
調
査
会
の
重
要
任
務
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
、
第
三
二
巻
九
号
、
大
正
七

社
会
政
策
学
会
論
叢
第
一
冊
『
工
場
法
と
労
働
問
題
』
同
文
館
、
明
治
四
一
年
四
月
、
一
〇
五
ー
一
〇
六
頁
。

社
会
政
策
学
会
論
叢
第
五
冊
『
労
働
保
険
』
明
治
四
十
五
年
五
月
、
同
文
館
、
十
五
頁
。

鈴
木
文
治
「
目
本
に
於
け
る
労
働
争
議
の
特
質
」
社
会
政
策
学
会
論
叢
第
七
冊
『
労
働
争
議
』
大
正
三
年
四
月
、
同
文
館
。

高
野
「
本
邦
二
於
ル
消
費
組
合
臼
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
二
八
巻
八
号
、
大
正
三
年
八
月
。

高
野
『
本
邦
人
口
の
現
在
及
将
来
』
大
正
十
四
年
、
同
人
社
書
店
。
こ
の
書
の
中
で
、
e
女
子
死
亡
率
の
減
少
を
図
る
こ
と
ー
多
く
女
工
を
始
め
、
一
方
に
経
済
上
に
働
き
な

他
方
に
は
そ
の
栄
養
、
家
庭
に
お
け
る
境
遇
、
社
会
上
の
地
位
の
劣
悪
さ
が
死
亡
率
、
死
亡
原
因
（
肺
結
核
が
重
大
な
死
因
）
に
影
響
し
て
い
る
i
、
⇔
死
産
の
改
孟
『
㊧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
少
年
壮
年
の
死
亡
率
の
減
退
と
い
う
人
口
問
題
上
、
保
健
衛
生
問
題
上
の
提
言
を
す
で
に
な
し
て
、
同
時
に
そ
う
す
る
た
め
に
は
「
国
民
の
生
計

　
　
　
　
　
　
を
図
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
「
こ
こ
に
呉
れ
ぐ
れ
も
吾
人
の
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
は
人
民
間
に
於
け
る
富
の
分
配
の
公
正
を
計
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
自
主
自
助
的
社
会

　
の
実
行
に
勉
む
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
．

『
月
島
調
査
』
（
復
刻
・
生
活
古
典
叢
書
第
六
巻
・
光
生
館
）
（
前
出
）
五
六
頁
．

同
書
、
四
九
頁
。

「
本
邦
に
於
け
る
社
会
事
実
の
調
査
方
法
に
就
て
」
『
月
刊
大
原
社
会
間
題
研
究
雑
誌
』
第
一
巻
一
号
、
昭
和
九
年
七
月
、
四
頁
。
ま
た
高
野
「
本
邦
社
会
統
計
資
料
解
説
」
（
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
い
て
も
保
健
衛
生
実
地
調
査
に
つ
い
て
触
れ
て
「
此
種
の
調
査
の
範
匪
を
拡
げ
一
の

　
　
「
ソ
シ
ア
ル
、
サ
ー
ヴ
ェ
i
」
の
8
芭
警
署
亀
と
し
て
、
之
を
大
都
市
の
労
働
者
地
域
に
於
け
る
試
み
を
な
し
た
結
果
は
「
東
京
市
京
橋
区
月
島
に
於
け
る
実
地
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
同
様
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
た
（
四
一
九
頁
）
。

大
島
清
『
高
野
岩
三
郎
伝
』
（
前
出
）
、
一
〇
四
1
一
〇
八
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
、
別
の
機
会
に
言
及
す
る
予
定
で
あ
る
。

関
谷
耕
一
「
解
説
・
高
野
岩
三
郎
と
月
島
調
査
」
、
『
月
島
調
査
』
（
前
掲
）
四
〇
頁
。

12

㊨
　
「
月
島
調
査
」
の
特
徴

「
月
島
調
査
」

は

「
大
正
七
年
十
月
二
十
二
日
保
健
衛
生
調
査
会
第
七
部
の
決
議
に
基
き
委
員
高
野
岩
三
郎
担
任
の
下
に
内
務
省
嘱
託
権
田
保



之
助
同
山
名
義
鶴
同
星
野
鐵
男
の
三
氏
」
に
依
つ
て
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
十
一
月
よ
り
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
夏
ま
で
の
約
一
年
半
に
わ

た
つ
て
実
施
さ
れ
た
「
実
地
調
査
」
で
あ
つ
た
が
、
月
島
調
査
の
概
要
、
そ
の
調
査
母
体
で
あ
る
内
務
省
保
健
衛
生
調
査
会
、
月
島
調
査
の
歴
史

的
背
景
、
農
村
保
健
衛
生
調
査
、
高
野
岩
三
郎
の
調
査
研
究
に
お
け
る
基
本
的
意
図
と
立
場
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
言
及
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
月
島
調
査
の
内
容
、
す
な
わ
ち
、
ω
調
査
課
題
、
調
査
主
体
と
調
査
対
象
、
㈲
調
査
方
法
、
経
緯
と
調
査
結
果
、
⑥
月
島
調
査
・

都
市
行
政
・
都
市
社
会
学
史
・
社
会
学
的
研
究
、
め
三
点
に
限
つ
て
月
島
調
査
の
特
徴
を
概
括
的
に
再
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
①
　
調
査
課
題
、
調
査
主
体
と
調
査
対
象

　
す
で
に
第
二
節
「
月
島
調
査
」
と
そ
の
背
景
の
冒
頭
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
よ
う
に
、
月
島
調
査
は
、
従
来
の
農
村
衛
生
調
査
に
加
え
て
保
健
衛

生
調
査
会
と
し
て
は
全
く
新
た
に
都
市
衛
生
状
態
調
査
の
「
第
一
着
手
」
と
し
て
試
み
ら
れ
、
そ
の
調
査
課
題
を
、
社
会
衛
生
調
査
に
求
め
、
産
業

労
働
者
・
工
場
労
働
者
の
労
働
者
生
活
と
の
か
か
わ
り
の
も
と
で
衛
生
状
態
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
「
若
し
保
健
衛
生

調
査
を
以
て
単
な
る
医
学
上
の
調
査
に
限
る
も
の
と
な
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
却
て
現
今
の
社
会
衛
生
の
観
念
に
適
合
し
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

健
衛
生
調
査
は
少
く
と
も
経
済
的
社
会
的
調
査
を
包
含
し
得
る
も
の
と
し
て
不
妥
当
で
は
な
か
ら
う
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
、
大
都
会
の
、

特
に
「
多
数
の
熟
練
工
家
族
の
団
聚
す
る
地
域
」
に
つ
い
て
の
社
会
衛
生
調
査
で
あ
つ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
医
学
博
士
宮
入
慶
之
助
に
よ
つ
て
指
導
さ
れ
た
『
山
梨
県
に
於
け
る
農
村
保
健
衛
生
調
査
報
告
』
（
大
正
七
年
六
月
刊
）
が
、
結
核
、
日
本
住
血

吸
虫
病
、
寄
生
虫
病
等
に
よ
る
不
健
康
状
態
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
健
康
状
態
に
変
じ
る
か
と
い
う
極
め
て
具
体
的
で
直
接
的
な
実
践
的
な
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
支
え
ら
れ
た
応
用
衛
生
学
と
し
て
の
医
学
上
の
調
査
（
保
健
衛
生
調
査
）
で
あ
つ
た
の
に
比
し
て
、
社
会
政
策
学
老
・
社
会
統
計
学
者
の
高
野

岩
三
郎
に
よ
つ
て
指
導
さ
れ
た
「
月
島
調
査
」
は
、
労
働
問
題
、
労
働
者
生
活
問
題
の
把
握
の
た
め
の
正
確
な
統
計
・
労
働
調
査
・
社
会
調
査
の

必
要
性
、
問
題
解
決
の
た
め
の
労
働
者
自
ら
の
自
助
的
方
法
、
労
働
組
合
運
動
の
模
索
・
育
成
・
啓
蒙
と
い
う
高
野
の
基
本
的
な
意
図
と
実
践
意

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
（
一
五
八
三
）
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
（
一
五
八
四
）

欲
に
導
か
れ
て
、
急
速
に
資
本
主
義
経
済
化
し
、
工
場
に
大
都
市
に
流
動
し
集
積
し
て
劣
悪
な
労
働
条
件
の
も
と
で
働
い
て
い
る
労
働
者
及
び
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

働
者
街
を
対
象
と
し
た
社
会
衛
生
調
査
で
あ
つ
た
。
よ
り
積
極
的
に
経
済
的
社
会
的
調
査
を
基
礎
に
し
た
衛
生
調
査
を
包
括
的
に
構
想
し
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
月
島
調
査
の
『
実
地
調
査
報
告
』
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
事
実
を
明
白
に
併
か
も
成
る
べ
く
細
密
に
現
わ
し
出
さ

（
2
）う
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
主
眼
が
お
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
経
済
的
社
会
的
調
査
と
医
学
的
調
査
を
包
括
し
た
実
地
調
査
は
、
石
原
修
「
衛
生
学
上
ヨ
リ
見
タ
ル
女
工
之
現
状
」
及
び
「
女
工
と
結
核
」
、
宮

入
慶
之
助
の
　
「
山
梨
県
調
査
」
（
大
正
五
年
七
月
～
大
正
七
年
三
月
）
、
大
正
七
年
九
月
静
岡
県
周
智
宇
刈
村
を
始
め
大
正
十
一
年
迄
に
静
岡
・
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

田
・
福
井
・
山
口
・
奈
良
・
愛
媛
・
島
根
・
群
馬
県
の
計
九
ヶ
村
で
の
内
務
省
直
接
調
査
に
よ
る
農
村
保
健
衛
生
実
地
調
査
に
照
ら
し
て
も
、
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
調
査
内
容
は
社
会
的
経
済
的
方
面
と
し
て
ω
労
働
者
生
活
、
にの
労
働
事
情
、
医
学
的
方
面
と
し
て
圃
労
働
者
の
衛
生
状
態
、
と
い
う
三
側
面
よ

り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
高
野
岩
三
郎
を
中
心
に
し
て
ω
労
働
者
生
活
を
ド
イ
ッ
語
学
者
で
あ
り
民
衆
娯
楽
研
究
家
、
家
計
・
生
活
研
究
家
で
も
あ

る
権
田
保
之
助
（
一
八
八
七
～
一
九
五
一
）
が
担
当
、
㈲
労
働
事
情
を
、
麻
生
久
・
棚
橋
小
虎
等
を
友
人
と
す
る
若
い
社
会
運
動
家
の
山
名
義
鶴

（
一
九
九
一
－
一
九
六
七
）
、
㈹
衛
生
状
態
を
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
き
医
学
士
星
野
鐡
男
（
一
八
九
〇
1
一
九
三
一
）
が
担
当
し
、
更
に

社
会
地
図
作
製
等
の
た
め
の
助
手
と
し
て
学
生
三
好
豊
太
郎
が
加
わ
る
と
い
う
当
時
と
し
て
は
興
味
深
い
共
同
調
査
班
が
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
つ

た
。
社
会
科
学
者
、
社
会
運
動
家
、
医
学
者
が
約
一
年
半
に
わ
た
つ
て
工
場
労
働
者
街
に
共
に
寝
起
き
を
し
て
調
査
を
試
み
た
の
で
あ
つ
た
．
も

ち
ろ
ん
、
調
査
を
す
る
側
の
意
図
や
目
的
、
方
法
、
結
果
に
お
い
て
も
相
互
に
共
通
し
統
一
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
が
、
こ
の
月
島
調
査
は
、

少
な
く
と
も
い
く
つ
か
の
異
な
る
側
面
・
分
野
か
ら
な
る
包
括
的
な
共
同
調
査
と
し
て
構
想
さ
れ
て
実
施
さ
れ
、
調
査
を
通
じ
て
調
査
す
る
側
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

参
画
し
た
人
々
に
も
さ
ま
ざ
ま
の
影
響
と
軌
跡
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
月
島
調
査
は
、
「
社
会
生
活
殊
に
大
都
会
の
労
働
者
生
活
」
と
そ
の
衛
生
状
態
を
調
査
す
る
た
め
に
、
そ
の
調
査
対
象
を
「
労
働
者
中
の
生
粋
」
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ち
　
　
へ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

で
あ
る
熟
練
職
工
に
求
め
て
「
多
数
の
熟
練
職
工
家
族
の
団
聚
す
る
地
域
」
を
調
査
対
象
地
と
L
）
た
。
具
体
的
な
調
査
地
は
、
当
初
東
京
市
本
所

区
柳
島
横
川
町
の
一
区
画
で
あ
つ
た
が
、
最
終
的
に
は
京
橋
区
月
島
が
選
定
さ
れ
た
．
調
査
当
時
の
大
正
八
年
十
二
月
末
の
月
島
の
人
口
は
東
京

市
統
計
年
表
に
よ
れ
ば
三
万
〇
七
八
八
人
、
警
視
庁
統
計
書
に
よ
れ
ば
二
万
四
四
五
九
人
、
と
異
な
つ
て
お
り
、
「
故
に
実
際
は
二
万
八
千
乃
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

三
万
の
間
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
推
定
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
当
時
人
口
増
加
の
著
し
い
月
島
の
二
万
八
千
乃
至
三
万
の
人
口
が
対
象
地
域
の
母
集
団
で
あ
る
と
し
て
、
果
し
て
そ
の
う
ち
「
熟
練

職
工
」
の
割
合
は
ど
れ
だ
け
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
が
具
体
的
に
確
定
さ
れ
た
の
か
、
は
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
月
島
に
て
は
労
働
者
の
家
族
幾
何
あ
り
、
而
し
て
こ
の
人
員
如
何
て
ふ
こ
と
は
、
戸
口
調
査
に
よ
つ
て
其
の
結
果
を
期
待
し
得
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
．
此

　
　
れ
に
は
甚
だ
大
仕
掛
の
調
査
を
要
し
、
本
保
健
衛
生
調
査
の
域
外
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
遂
に
之
を
行
ひ
得
ざ
り
し
こ
と
は
、
甚
だ
遺
憾
の
こ
と
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
故
に
、
此
処
に
は
、
他
の
数
字
を
根
拠
と
し
て
、
そ
の
上
に
推
定
を
下
す
よ
り
外
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
．

　
こ
れ
は
、
［
第
二
編
　
月
島
と
其
の
労
働
者
生
活
」
を
担
当
し
た
権
田
保
之
助
の
文
章
で
あ
る
。
戸
口
調
査
は
遂
に
行
わ
れ
な
か
つ
た
の
で
あ

り
、
ま
た
当
時
、
わ
が
国
の
社
会
調
査
方
法
史
の
上
で
は
、
標
本
抽
出
に
よ
る
調
査
方
法
（
「
標
本
式
調
査
」
蟹
暮
＝
夷
）
は
漸
く
紹
介
さ
れ
始
め
た

　
　
　
　
（
1
0
）

段
階
で
あ
り
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
市
勢
調
査
、
国
勢
調
査
の
統
計
資
料
も
調
査
内
容
や
調
査
時
点
の
制
約

の
た
め
に
活
用
で
き
な
か
つ
た
し
戸
田
貞
三
が
第
一
回
国
勢
調
査
結
果
を
利
用
し
て
『
家
族
構
成
』
の
統
計
的
分
析
を
試
み
た
よ
う
な
こ
と
も
出

来
な
か
つ
た
。
従
つ
て
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
資
料
及
び
方
法
は
、
「
人
口
動
態
統
計
小
票
」
に
あ
る
出
産
及
死
亡
・
婚
姻
、
離
婚
統
計
の
中
の

「
職
業
上
の
地
位
」
（
す
な
わ
ち
大
企
業
主
・
小
企
業
主
・
自
由
業
主
・
役
員
・
労
働
者
・
無
業
不
詳
の
区
分
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
大
企
業
主
即
ち
資
本
家
階
級
は

全
住
民
の
僅
か
に
四
乃
至
五
厘
、
小
企
業
主
自
由
業
及
び
役
員
と
合
し
た
る
中
産
階
級
は
三
割
五
六
分
を
占
む
る
の
時
、
労
働
者
階
級
は
実
に
全
住
民
の
四
割
七
分

　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

乃
至
五
割
三
分
を
占
め
て
い
る
」
）
、
更
に
月
島
第
一
尋
常
小
学
校
及
び
月
島
第
二
尋
常
小
学
校
在
学
の
四
・
五
・
六
年
級
児
童
の
保
護
者
調
査
（
大
企

業
○
．
七
％
、
中
産
階
級
三
九
・
五
％
、
労
働
者
五
六
・
四
％
、
無
業
不
詳
三
・
四
％
）
で
あ
る
。
ま
た
警
視
庁
統
計
の
工
場
数
及
び
職
工
数
も
し
ば
し
ば

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
占
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
（
一
五
八
五
）
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
占
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
（
一
五
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
う

利
用
さ
れ
て
い
る
．
そ
し
て
当
時
の
戸
数
・
人
口
数
に
照
ら
し
て
「
大
正
六
年
末
に
於
て
月
島
に
は
、
約
四
千
二
百
の
労
働
者
所
帯
と
、
約
一
万

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）

七
千
人
の
労
働
者
階
級
の
人
の
現
住
し
い
た
る
こ
と
を
推
定
」
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
労
働
者
の
種
別
を
み
る
に
八
割
が
工
業
労
働
者
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

熟
練
工
場
労
働
者
は
四
七
・
六
％
で
あ
つ
た
。

　
だ
が
、
こ
の
推
定
は
い
く
つ
か
の
資
料
か
ら
の
不
確
か
な
推
定
で
あ
り
、
し
か
も
人
口
動
態
小
票
、
児
童
を
対
象
に
し
た
保
護
者
調
査
を
基
に

更
に
生
活
舞
台
・
生
活
地
点
を
も
う
一
段
下
げ
て
戸
口
調
査
な
り
標
本
調
査
な
り
を
通
じ
て
労
働
者
生
活
、
労
働
者
家
族
の
生
活
場
面
を
具
体
的

に
調
査
す
る
こ
と
な
く
、
多
く
は
既
存
資
料
の
活
用
に
よ
る
統
計
調
査
に
終
つ
た
と
も
い
え
な
く
も
な
い
。
月
島
調
査
に
お
い
て
は
、
人
口
動
態

統
計
に
し
ろ
、
小
学
校
児
童
調
査
に
し
ろ
、
ま
た
家
計
調
査
、
栄
養
調
査
、
労
働
者
身
体
検
査
、
労
働
事
情
調
査
に
し
ろ
、
対
象
設
定
が
相
互
に

関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。
世
帯
、
住
宅
、
宅
地
を
具
体
的
に
確
定
し
て
健
康
状
態
を
改
善
し
て
い
く
と
い
う
極
め
て
実
践

的
意
図
の
も
と
に
調
査
対
象
を
明
確
に
設
定
し
て
い
く
方
法
と
は
異
な
り
、
月
島
調
査
に
お
い
て
は
労
働
者
・
労
働
者
家
族
、
熟
練
職
工
．
熟
練

職
工
家
族
の
対
象
化
が
統
計
的
集
合
と
し
て
把
握
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
地
域
の
生
活
場
面
に
個
々
に
具
体
的
に
標
本
的
に
確
定
さ
れ
て
労
働
者

生
活
が
解
明
さ
れ
た
の
で
は
な
か
つ
た
。

　
従
つ
て
、
近
代
日
本
労
働
者
階
級
の
中
核
と
な
る
べ
き
熟
練
職
工
・
家
族
の
析
出
、
そ
の
形
成
過
程
、
大
都
市
へ
の
定
着
過
程
、
内
部
的
な
生

活
構
造
と
社
会
関
係
の
特
質
、
生
活
要
求
、
労
働
運
動
と
の
関
連
、
地
域
社
会
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
は
断
片
的
な
形
で
し
か
な

さ
れ
な
か
つ
た
。
高
野
岩
三
郎
が
基
本
的
に
意
図
し
て
い
た
0
の
労
働
問
題
、
労
働
者
生
活
間
題
の
把
握
の
た
め
の
正
確
な
統
計
・
労
働
調
査
・
社

会
調
査
の
必
要
性
、
位り
問
題
解
決
の
た
め
の
労
働
者
自
ら
の
自
助
的
方
法
、
労
働
組
合
運
動
の
模
索
・
育
成
・
啓
蒙
と
い
う
こ
と
も
、
月
島
調
査

で
は
調
査
対
象
の
具
体
的
な
設
定
作
業
過
程
で
も
不
充
分
に
し
か
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
曖
昧
に
さ
れ
て
い
つ
た
と
も
い
え
る
．

　
の
　
調
査
方
法
、
経
緯
と
調
査
結
果

　
月
島
調
査
は
、
大
き
く
調
査
準
備
期
（
一
九
一
八
年
十
一
月
、
十
二
月
）
、
調
査
実
施
期
（
一
九
一
九
年
よ
り
一
九
二
〇
年
夏
ま
で
）
、
調
査
編
整
期
（
一
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九
二
〇
年
秋
よ
り
一
九
二
一
年
の
本
報
告
提
出
ま
で
）
の
三
期
に
概
括
的
に
分
け
ら
れ
て
経
緯
し
て
い
つ
た
が
、
調
査
実
施
期
に
お
け
る
月
島
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甦
）

調
査
方
法
に
つ
い
て
は
す
で
に
他
の
機
会
に
も
と
り
あ
げ
た
。

　
調
査
は
「
直
ち
に
民
衆
に
接
触
し
、
目
の
前
り
民
衆
の
生
活
の
中
よ
り
自
然
に
生
れ
出
る
所
の
調
査
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
て
、
「
調
査

方
法
と
し
て
は
調
査
地
に
直
接
調
査
所
を
設
け
、
専
任
の
調
査
担
当
者
が
成
る
べ
く
常
に
此
処
に
居
住
し
、
処
に
慣
れ
民
衆
に
親
し
み
つ
つ
実
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）

の
調
査
の
行
ふ
こ
と
が
得
策
で
あ
る
」
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
立
つ
て
進
め
ら
れ
た
。
実
際
の
調
査
は
、
6
の
既
存
統
計
資
料
（
警
視
庁
統
計
書
、

東
京
市
統
計
年
表
、
明
治
四
十
一
年
東
京
市
勢
調
査
原
表
、
東
京
市
人
口
動
態
統
計
小
票
等
）
の
活
用
に
よ
る
「
書
類
上
の
調
査
」
、
㈲
フ
ィ
ー
ル
ド
・
サ
ー

ヴ
ェ
（
実
地
踏
査
）
に
よ
る
社
会
地
図
作
製
・
身
体
検
査
・
栄
養
状
態
調
査
・
衛
生
状
況
調
査
・
衛
生
関
係
職
業
の
調
査
・
工
場
労
働
調
査
・
労

働
者
家
計
調
査
・
小
学
校
児
童
調
査
・
寄
席
の
実
地
調
査
・
飲
食
店
露
店
通
行
人
調
査
、
写
真
撮
影
等
の
「
実
際
上
の
調
査
」
を
実
施
し
た
。

　
こ
う
し
た
試
み
は
、
高
野
を
し
て
「
現
今
に
於
て
は
本
報
告
が
社
会
生
活
殊
に
大
都
会
の
労
働
者
生
活
の
調
査
方
法
の
上
に
も
亦
幾
分
の
参
考

　
　
　
　
　
（
E
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

を
供
し
得
る
も
の
」
と
自
負
せ
し
め
．
「
ソ
シ
ア
ル
・
サ
ー
ヴ
ェ
ー
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
せ
し
め
る
だ
け
の
近
代
日
本
社
会
調
査
方
法
史
上
の

画
期
的
な
模
索
で
あ
つ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
「
書
類
上
の
調
査
」
と
「
実
際
上
の
調
査
」
と
の
関
連
は
や
は
り
曖
昧
で
あ
り
、
「
実
際
上
の
調
査
」
に

し
て
も
調
査
内
容
の
連
関
や
体
系
化
が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
た
の
か
判
然
と
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
労
働
者
家
計
調
査
も
諸
方
面
の

援
助
を
求
め
て
応
募
者
を
物
色
し
斡
施
さ
れ
た
、
最
終
的
に
は
四
十
家
計
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
つ
て
も
月
島
在
住
労
働
者
の
母
集
団
の
設
定

と
そ
れ
と
の
関
連
、
代
表
性
が
依
然
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。

　
次
に
月
島
調
査
の
『
実
地
調
査
報
告
』
の
構
成
に
従
つ
て
．
ω
月
島
と
そ
の
労
働
者
生
活
、
α⇒
労
働
者
の
衛
生
状
態
、
㈹
労
働
事
情
の
調
査
結

果
の
概
要
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
ω
月
島
と
そ
の
労
働
者
生
活
。
調
査
当
時
対
象
地
域
月
島
は
、
佃
島
．
新
佃
島
、
月
島
一
号
地
、
月
島
二
号
地
及
び
月
島
三
号
地
よ
り
成
り
、

日
露
戦
役
の
頃
か
ら
漸
く
工
業
地
と
し
て
の
発
達
の
端
を
開
き
、
特
に
第
一
次
大
戦
の
影
響
に
よ
つ
て
「
機
械
工
業
の
中
心
地
」
た
る
位
置
を
し

　
　
　
「
月
島
調
査
」

再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
一
五
八
七
）
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
（
一
五
八
八
）

む
る
に
至
り
、
（
表
5
、
表
6
、
表
7
、
表
8
、
表
9
．
を
参
照
。
こ
れ
ら
の
統
計
を
通
じ
て
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
、
月
島
の
機
械
工
業
が
急
膨
脹
し
た
こ

と
を
知
る
。
特
に
表
8
で
は
、
月
島
の
職
工
が
、
東
京
市
、
東
京
府
と
較
べ
て
、
相
対
し
て
二
〇
歳
～
五
〇
歳
の
成
人
職
工
の
比
率
が
高
く
な
つ
て
い
る
．
ま
た
表

9
で
は
、
月
島
の
機
械
工
業
の
占
め
る
比
率
は
、
工
場
数
で
京
橋
区
機
械
工
場
の
六
八
％
．
東
京
市
の
四
・
三
％
、
東
京
府
の
二
・
九
％
、
職
工
数
で
は
京
橋
区
の

機
械
工
場
職
工
の
九
一
二
一
％
、
東
京
市
の
一
六
・
五
％
、
東
京
府
の
一
〇
・
O
％
に
達
し
て
い
た
．
）
、
「
今
や
年
に
月
に
工
場
の
拡
張
又
は
新
設
を
見
て
、

労
働
者
居
住
地
を
侵
食
し
行
き
、
労
働
者
の
居
住
地
と
し
て
の
意
義
は
漸
く
失
墜
さ
れ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
終
に
純
然
た
る
工
場
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

の
地
域
と
化
し
去
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
る
る
」
程
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
「
激
増
す
る
労
働
力
の
需
要
は
島
内
居
住
労
働
者
数
の
増
加

を
遙
か
に
超
過
し
て
其
の
供
給
を
本
島
外
に
仰
ぐ
こ
と
い
よ
い
よ
大
な
る
に
及
び
、
現
今
本
島
内
所
在
の
工
場
に
勤
務
す
る
労
働
者
の
大
部
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

本
島
外
よ
り
通
勤
し
来
る
有
様
」
で
あ
つ
た
。
主
に
人
口
動
態
統
計
小
票
、
東
京
市
統
計
年
表
、
警
視
庁
統
計
を
利
用
し
て
．
更
に
独
自
調
査
を

通
じ
て
ま
ず
職
業
分
布
、
漁
業
地
区
・
工
業
地
区
・
商
業
地
区
の
地
区
構
成
に
触
れ
、
大
企
業
主
即
資
本
階
級
、
中
産
階
級
（
小
企
業
主
、
自
由
業

主
、
役
員
）
、
労
働
者
階
級
と
い
う
社
会
階
級
構
成
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
表
－
o
参
照
）
。
別
荘
地
区
（
高
級
住
宅
地
区
）
・
一
戸
建
地
区
（
中
級
住

宅
地
区
）
・
長
屋
地
区
（
下
級
住
宅
地
区
）
・
準
世
帯
地
区
と
い
う
住
宅
地
分
布
に
つ
い
て
の
言
及
（
一
戸
建
住
宅
家
屋
は
全
体
の
僅
か
に
一
八
・
四
％
に
す

ぎ
ず
他
の
殆
ん
ど
が
長
屋
建
家
屋
で
あ
つ
た
）
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
表
U
参
照
）
。

　
更
に
月
島
の
人
口
、
出
生
（
月
島
で
は
出
産
千
中
死
産
の
割
合
が
東
京
市
一
般
お
よ
び
京
橋
全
区
に
比
し
て
高
か
つ
た
）
、
死
亡
（
「
月
島
に
於
て
は
青
壮
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

婦
女
子
の
死
亡
が
東
京
市
全
市
よ
り
も
其
の
割
合
が
多
い
」
、
ま
た
小
児
死
亡
率
も
高
か
つ
た
）
、
結
婚
と
離
婚
を
と
り
あ
げ
、
こ
う
し
た
概
況
を
踏
ま
え
て

よ
り
限
定
し
て
労
働
者
生
活
を
み
て
い
く
と
い
う
構
成
に
な
つ
て
い
る
。
月
島
所
在
工
場
勤
務
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
大
正
五
年
の
男
工
と
女

工
の
比
率
は
八
二
・
九
％
、
一
七
・
一
％
で
あ
り
、
年
令
別
で
は
男
子
は
幼
少
年
工
（
一
二
歳
未
満
）
○
・
一
％
、
若
年
工
（
一
二
歳
～
一
六
歳
）

四
・
七
％
、
青
年
工
（
一
六
歳
～
二
〇
歳
）
一
四
・
六
％
、
成
年
工
（
二
〇
歳
～
五
〇
歳
）
七
五
・
九
％
、
五
〇
歳
以
上
四
・
七
％
、
女
子
に
つ
い
て

は
幼
少
年
工
○
・
五
％
、
若
年
工
一
〇
・
六
％
、
青
年
工
二
一
・
六
％
、
成
年
工
六
四
・
四
％
、
五
〇
歳
以
上
二
・
八
％
と
な
つ
て
い
た
。
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完

表5．月島に於ける工場数（大正2～6年）

　　　　　　種　別

年　次

実　　数
1　　　比 例

増加率（驚の百
　　　　に対する）

京橋区に於ける

工場百中
東京市に於ける

工場百中

1913（大正2）

1914（大正3）

1915（大正4）

1916（大正5）

1917（大正6）

109

114

129

144

148

一
4
．
5
9
1
3
． 16

11．63

2．78

19．5

19．5

19．0

20．5

25．3

1．8

1．8

1．9

1．9

1．9

引用：『月島調査』（復刻）（生活古典叢書）p．106

（資料，『警視庁統計書』）

表6．月島所在諸工場種別（大正6年12月末日現在）

工場種別 実　　数
比　　　　　　　例

月　　島 京橋区 東京市

繊　維　工　場

機　械工　場

化　学工　場

飲食物工場
雑　　工　　場

特殊　工　場

4
1
0
2
5
7
3
0
｝

2．7％

68．9

3．4

4．7

20．3

一

1．9％

30．3

1．7

27．2

39．〇

一

6．7％

31．2

9．3

22．4

30．4

0．1

計 148 100 100 100

引用：『月島調査』p．108

（資料，『警視庁統計書』）

表7．月島所在工場に勤務する労働者（職工）数（明治44～大正5年）（各年6月末日〉

九

五
八
九

実 数 比 例

年　　次
男 女 計 増　加　率 女の占むる割合

1911（明治44） 2，398 210 2，608 一　％ 8．1％

1912（大正1） 3，099 222 3，322 27．3 6．7

1913（大正2） 2，787 284 3，071 7．5 9．2

1914（大正3〉 2，833 244 3，077 0．2 7．9

1915（大正4） 2，764 193 27957 3．9 6．5

1916（大正5） 4，474 922 5，396 82．5 17．1

引用：『月島調査』p．108

（資料，『警視庁統計書』）
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表8．年令別・男女別職工数（1）（大正5年6月末日）

実 数 1　構 成　比 （％）

年令別・男女別 月　　島 東京市 東京府 1月島 東京市 東京府

12才未満 男 3 114 135 0．1 0．3 0．2

女 5 108 204 0．5 0．8 0．5

計 8 222 339 0．1 0．4 O．3

12～16才 男 155 2，356 3，299 3．5 6．0 5．6

女 98 2，423 6，611 10．6 18．4 16．3

計 253 4，779 9，910 4．7 9．1 10．0

16～20才 男 587 5，914 8，031 13．1 15．1 13．6

女 199 3，603 13，107 21．6 27．4 32．4

計 786 9，517 21，138 14．6 18．1 21．3

20～50才 男 3，503 29，615 45，399 78．3 75．4 77．0

女 594 6，082 19，295 64．4 46．2 47．7

計 4，097 35，697 64，694 75．9 68．0 65．1

50才以上 男 226 1，295 2，117 5．1 3．3 3．6

女 26 952 1，244 2．8 7．2 3．1

計 252 2，247 3，361 4．7 4．3 3．4

総　　計 男 4，474 39，294 58，981 100 IOO 100

女 922 13，168 40，461 100 100 100

計 5，396 52，462 99，442 100 100 100

「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完

資料：『警視庁統計書（大正5）』，pp．185～186より引用集計。

注（1），この職工数は「原動力ヲ使用スル工場」の職工数である。

表9．工場種別工場数及職工数（1）（大正8年12月末日）

工　　　場　　　数 職　　　工　　　数

月　島 京橋区 東京市 東京府 月　島 京橋区 東京市 東京府

染　織工　場

機　械工　場
化　学　工　場

飲食物工場
其他雑工場
特　別　工　場

1
5
1
3
1
7
一

5
75
5
5
5

8
一

　157
1，192

　254

　63
　381

　10

　506
13749

　700
　96

　608
　23

　14
6，680

　81

　90
　782

一

　72
7，325

　132

　595
4，580

一

9，753

40，585

7，959

3β90
19，806

　396

51，542

66，764

26，572

5，841

26，155

　868
計 68（2） 153（2） 2，057 3，682 7，647 12，704 81，889 177，742

資料：『警視庁統計書（大正8年）』（大正9年12月）。

注（1），職工15人以上と危険有害工場の内職工15人未満の工場を加算した工場数及び職工数。

注（2〉，この合計は‘原統計表」のまま記載してある。

○

五
九
〇
）
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表10，月島全島在住児童保護者の職業上の地位分類（大正8年7月中調査）

「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完

大企業主 小企業主 自由業主 役　　員 労働者 無業不詳 計

佃　　　　島 一
、42

一 6 28 2 78人

48

新　　佃　　島 一
．53 7 3今 115 6 217

96

月島一号地
5 186 6 45 339 22 603

237

月島二号地
3 34 一

19 137 7 200

53

月島三号地
一 一 一 ヌ 1 一 2

1

計
8 315 13 107 620 37 1，100

435

佃　　　　島 一 53．8 一
7㌧7 35．9 2．6 1QQ．0％

6五5

新　　佃　　島 一 24．4 3．2 16㌧6 53．0 2．8 100．0

44．2

月島一号地
0．8 30．8 1．0 7．5 56．2 3．6 100．0

3σ．3

月島二号地
1．5 17．0 一

9㌧5 68．5 3．5 100．0

26．5

月島三号地
一 一 一 50㌧0 50．0 一

100．0

50．0

計
0．7 28．6 1．2 9．7 56．4 3．4 100．0

39．5

引用：『月島調査』p。72．

（庄，月島第1尋常小学校及ぴ月島第2尋常小学校在学の4，5，6年学級児童1，173名中，月島全島に居住

　　せる児童1，100名に就き調査したもの。）

表11．月島全島所在住宅家屋品等の分類（大正8年6月3G日現在）

五
九
一
）

中流中 同下 下流上 同中 同下 計

佃　　　島 88 58 24 4 1 175

新佃　島 16 37 37 26 32 148

月島一号地 58 136 147 59 67 467

月島二号地 18 70 55 31 15 189

計 180 301 263 120 115 979

佃　　　島 50．3 33．1 13．8 2．3 0．6 100．0％

新佃　島 10．8 25．0 25．0 17．5 21．6 100．0

月島一号地 12．4 29．1 31．7 12．7 14．1 100．0

月島二号地 9．5 37．1 29．1 16．4 7．9 100．0

計 18．4 30．7 26．9 12．3 11．7 100．0

引用：『月島調査』p．80，

（注，住宅品等の分類は次のような標準によつて

　　分類されている。）（同書，p．80）

　品等第1位一…

同
同
同
同
同
同
同
同
同

第2位・・

第3位一

第4位一

第5位一

第6位・・

第7位一

第8位・・

第9位・・

第10位一

．．職章階塁｝鮒

：：講：i課轍下

：：灘曼：開離／下流の上

：：濃：至：真離／下耕

：議職圭養劉下研
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表12．月島在住労働者（児童保護者の職業別労働者）（大正8年7月中調査）

「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）

農　業 漁　業 鉱山業 工　業 商　業 交通業
公　務
自由業

其他の

有業者

無　業

不　詳
計

佃　　　島

新佃　島
月島一号地

月島二号地

月島三号地

一
一
1
一
一

一
一
一
一
一

一
一
1
一
一

23

94

265

108

一

1
1
6
5
一

1
1
0
3

9
1
0
1

一
一
7
9
一

3
1
0
2
0
5
一

一
一
｝
一
一

28

115

339

137

　1

計 1 一 1 490 13 61 16 38
一
620

百分比 0．2 一
O．2 79．0 2．1 9．8 2．6 6．1

一 100．0

引用：『月島調査』p．113。

（注，この表は　表のうち，労働者620名の職業種別を示すものである

表13．、生徒の理想調査（大正8年7月中調査）

二
二
　
　
（
一
五
九
二
Y

漁夫，

船員

工　業
関係者

商　業

関係者

俸給
生活者

知識階級

豪き人
（軍人）

奉公 雑
未定

不詳
計

男
生
徒

月　島　男　生

神　田　同

月島労働者男児

11

『
7

1ユ9

24

90

142

80

56

25

247

269

67

165

211

14

8
1
1
4

538

27

647

215

370

百
分
比

月　島　女　生

神　田　　同

月島労働者男児

1．7

－
1
．
9‘

18．4，

11．2

24．3

21．9

37．2

15．1

3．9

11．2

1．9

41．4

31．2

44．6

　3．2

　0．5

『3。8

1．2

5．1

1．1

8．2

3．7

7．3

100．0

100．0

100．0

工　業

関係者

商　業
関係者

髪結，

仕立屋，

師匠

俸給
生活者

知識階級
豪き人 良妻賢母 奉公 雑

未定

不詳
計

女
生
徒

月　島　女　生

神　田　　同

月島労働者女児

3
－
3

70

46

35

145

45

80

65

24

42

107

30

62

12

257

403

25

41

17

17

43

30

19

526

220

289

百
分
比

月　島　女　生

神　田　　同

月島労働者女児

0．6

－
0
．
7

13．3

20．9

12．2

27．6

20．5

27．7

12．4

10．9

14．5

20．3

13．6

21．5

2．3

11．4

2．4

7．6

1．4

8．7

7．8

7．7

5．9

8．2

13．6

6．6

100．0

！00．0

100．0

引用1『月島調査』p．163。

（注，「大きくなったら何になろうと思いますか」という質問に対する回答。

　　月島は月島第1，第2小学校4，5，6年学級在学児童1，173名（内労働者児女659名），神田は，神田

　　区東松下町千桜小学校4，5，6年学級在学児童435名を対象。）
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月
島
在
住
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
「
約
四
千
二
百
の
労
働
者
所
帯
と
約
一
万
七
千
人
の
労
働
者
階
級
の
人
」
の
現
住
し
て
い
る
こ
と
を
推
定
し
、

表
1
2
の
よ
う
に
小
学
校
児
童
の
保
護
者
職
業
調
査
を
も
と
に
労
働
者
の
種
別
〔
①
農
業
、
漁
業
、
鉱
由
業
、
工
業
、
商
業
、
交
通
業
、
公
務
自
由

業
、
そ
の
他
の
有
業
者
の
区
分
、
②
熟
練
労
働
者
（
工
場
労
働
者
・
家
内
工
業
労
働
者
・
手
工
業
労
働
者
）
不
熟
練
労
働
者
、
（
工
場
労
働
者
．
家
内
工
業
労

働
者
自
由
労
働
者
）
〕
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
区
分
の
基
準
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
し
、
特
に
熟
練
・
不
熟
練
労
働
者

種
別
と
労
働
者
生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
以
後
全
く
触
れ
て
い
な
い
．
月
島
在
住
の
労
働
者
生
活
に
つ
い
て
は
、
家
族
状
態
、
家
計
状
態
、

出
生
、
死
亡
、
結
婚
、
離
婚
、
娯
楽
（
娯
楽
設
備
・
娯
楽
中
心
地
・
飲
食
店
・
寄
席
・
飲
酒
、
読
物
と
し
て
の
新
聞
紙
）
、
労
働
者
子
女
の
生
活
（
駄
菓
子

屋
・
遊
戯
・
興
行
物
・
理
想
）
、
教
育
状
況
等
の
側
面
か
ら
触
れ
て
い
る
。

　
家
計
調
査
（
四
〇
所
帯
）
に
よ
れ
ば
、
所
帯
収
入
月
五
〇
円
以
下
八
所
帯
、
五
〇
円
乃
至
七
〇
円
一
四
所
帯
、
七
〇
円
乃
至
九
〇
円
一
一
所
帯
、

九
〇
円
以
上
七
所
帯
で
あ
つ
た
が
、
一
所
帯
一
ヶ
月
平
均
収
入
金
額
七
三
円
二
九
銭
八
厘
、
一
所
帯
一
ヵ
月
平
均
支
出
金
額
七
二
円
二
六
銭
六
厘

で
、
全
所
帯
の
過
半
数
を
超
え
る
収
入
七
〇
円
未
満
の
所
帯
が
不
足
額
を
生
じ
常
に
不
足
に
生
活
し
つ
つ
あ
る
を
知
り
得
た
の
で
あ
つ
た
。
同
じ

く
こ
の
調
査
企
画
の
一
つ
と
し
て
同
じ
大
正
八
年
に
実
施
さ
れ
た
東
京
市
少
額
俸
給
生
活
者
家
計
（
市
内
小
学
校
教
員
の
家
計
調
査
）
に
比
べ
て
も
、

俸
給
者
家
計
で
は
確
か
に
収
入
額
も
僅
か
に
多
い
（
一
所
帯
一
ヵ
月
平
均
全
収
入
額
九
四
円
四
七
銭
七
厘
、
同
純
収
入
額
八
四
円
三
九
銭
九
厘
）
が
、
収
入

八
十
円
未
満
の
所
帯
で
は
不
足
を
示
し
、
「
労
働
者
家
計
も
小
額
俸
給
者
家
計
も
共
に
決
し
て
余
裕
あ
る
生
活
を
示
す
も
の
に
非
ざ
る
を
知
る
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
バ
ー
テ
イ
・
ラ
イ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

る
の
で
あ
る
。
否
な
夫
等
は
生
活
の
冷
酷
な
る
現
実
に
直
面
し
て
貧
困
線
を
上
に
下
に
危
い
芸
当
を
演
じ
つ
つ
あ
る
状
態
」
で
あ
つ
た
。

　
月
島
労
働
者
の
娯
楽
調
査
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
労
働
者
の
必
要
に
対
し
て
娯
楽
設
備
が
な
お
十
分
な
設
備
が
備
わ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

て
い
な
い
こ
と
、
既
存
の
設
備
も
「
青
壮
年
男
性
工
場
労
働
者
の
為
め
で
あ
つ
て
、
婦
人
子
供
と
は
甚
だ
縁
遠
き
も
の
」
が
多
く
労
働
者
の
家
族

本
位
の
娯
楽
設
備
・
娯
楽
が
乏
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
労
働
者
の
娯
楽
の
実
態
（
娯
楽
中
心
地
・
飲
食
店
・
寄
席
・
飲
酒
・
講
読
紙
）
が
か
な
り
克

明
に
実
地
調
査
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
当
時
の
月
島
の
寄
席
の
入
場
料
及
び
仲
銭
は
、
入
場
料
二
十
銭
、
火
鉢
及
蒲
団
五
銭
、
煙
草
盆
二

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
志
ε
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
一
五
九
三
）
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
一
五
九
四
）

銭
、
お
茶
二
銭
、
お
菓
子
一
つ
五
厘
、
ラ
ム
ネ
一
本
五
銭
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
小
学
校
児
童
調
査
（
大
正
八
年
七
月
中
調
査
）
の
一
つ
で
あ
る
「
労

働
者
児
女
の
理
想
」
（
「
大
き
く
な
つ
た
ら
何
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
）
を
調
べ
た
の
が
表
13
で
あ
る
（
月
島
の
小
学
生
全
体
、
月
島
労
働

者
の
子
女
と
神
田
の
小
学
生
と
の
比
較
）
。

　
㈲
労
働
者
の
衛
生
状
態
。
こ
れ
は
医
学
士
星
野
鐵
男
に
よ
つ
て
担
当
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
内
容
は
、
月
島
に
於
け
る
死
亡
原
因
、
一
般
衛

生
状
態
、
月
島
小
学
児
童
身
体
検
査
、
労
働
者
身
体
検
査
、
労
働
者
家
族
の
栄
養
状
況
、
労
働
者
の
住
居
状
況
、
衛
生
職
業
、
社
会
衛
生
地
図
、

小
学
校
衛
生
状
況
を
と
り
あ
げ
て
い
る
．

　
死
亡
原
因
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
月
島
で
は
肺
結
核
、
腸
窒
扶
斯
、
肺
炎
気
管
支
肺
炎
、
下
痢
及
腸
炎
等
の
順
に
高
く
、
五
才
未
満
の
幼
児
・
長

屋
等
の
密
住
地
区
・
工
業
労
働
者
の
死
亡
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
母
の
栄
養
状
態
、
住
居
状
態
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
小
学
児

童
身
体
検
査
は
、
児
童
約
三
千
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
さ
ま
ざ
ま
の
側
面
の
検
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
児
童
の
入
浴
状
況
に
つ
い
て
は

「
最
も
多
い
の
は
、
男
で
は
三
日
に
一
回
の
入
浴
で
、
次
に
二
日
に
一
回
又
は
七
日
に
一
回
、
女
で
は
二
日
又
は
一
日
一
回
の
も
の
最
も
多
く
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

日
に
一
回
、
七
日
に
一
回
の
も
の
之
に
次
ぐ
」
と
い
う
状
況
で
あ
つ
た
。
労
働
者
身
体
検
査
は
、
成
年
工
に
つ
い
て
は
対
象
母
集
団
の
性
格
が
不

明
で
あ
る
が
「
労
働
問
題
研
究
会
」
に
関
係
す
る
三
五
名
の
検
査
、
少
年
工
に
つ
い
て
は
夜
学
校
に
在
席
し
初
等
教
育
を
受
け
て
い
る
男
七
八

名
、
女
四
八
名
の
調
査
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も
極
め
て
断
片
的
な
調
査
に
終
つ
て
い
る
。
ま
た
「
労
働
者
家
族
の
栄
養
状
況
」
は
、

「
工
場
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
は
如
何
な
る
栄
養
状
態
に
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
」
、
「
献
立
用
紙
を
つ
く
り
之
に
記
入
し
得
る
や
う
な
家
十
五
戸

に
配
布
し
て
正
直
に
記
入
し
て
貰
ふ
た
」
調
査
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
栄
養
状
況
調
査
で
は
、
対
象
工
員
の
一
日
摂
取
力
・
り
ー
が
二
、
五
〇
〇

！
三
、
○
○
○
カ
・
リ
ー
の
間
、
蛋
白
質
八
五
瓦
、
脂
肪
一
二
瓦
に
あ
る
こ
と
を
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
者
種
別
や
家
計
水
準
等
と
の
関
係

は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
労
働
者
の
住
居
状
況
の
調
査
は
、
多
く
の
労
働
者
が
住
む
長
屋
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
的
に
衛
生
状
態
の
良
好
な
新
式
の
長
屋
も
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あ
つ
た
が
、
多
く
は
旧
式
の
不
潔
で
、
地
域
狭
小
、
住
宅
稠
密
、
道
路
・
水
道
・
下
水
設
備
の
劣
悪
な
長
屋
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
最
も
劣
悪
な

長
屋
住
宅
に
つ
い
て
星
野
は
「
床
下
な
く
地
上
に
莚
を
敷
き
て
蝕
に
起
居
す
る
も
の
あ
り
、
光
線
全
く
入
り
来
ら
ね
所
に
住
す
る
も
の
あ
り
、
便

所
は
眼
前
に
横
は
り
開
放
せ
ら
れ
て
悪
臭
食
膳
を
襲
ふ
と
い
う
有
様
下
水
の
排
除
は
不
良
で
あ
つ
て
氾
濫
又
氾
濫
。
共
用
水
道
栓
は
二
個
を
三
十

一
戸
に
し
て
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
長
屋
に
人
は
住
ん
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
住
ま
し
て
お
い
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泌
）

ざ
る
を
得
ぬ
や
う
な
感
を
与
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
野
原
の
鳥
獣
の
方
が
遙
か
に
気
持
よ
い
住
家
を
有
つ
て
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
述
べ
て
い

る
。　

圃
月
島
の
労
働
事
情
。
問
題
の
性
質
か
ら
し
て
報
告
書
の
中
で
も
も
つ
と
多
く
の
紙
数
を
使
う
べ
き
で
あ
つ
た
の
に
、
山
名
義
鶴
に
よ
る
こ
の

「
月
島
の
労
働
事
情
」
が
最
も
短
い
。
こ
こ
で
は
、
月
島
の
工
場
及
び
職
場
、
機
械
製
作
工
場
に
於
け
る
労
働
、
製
罐
工
場
に
於
け
る
労
働
、
町

工
場
に
於
け
る
労
働
、
労
働
の
移
動
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

　
大
正
九
年
十
一
月
一
日
現
在
の
月
島
の
工
場
及
び
職
場
は
、
「
官
営
」
一
．
「
工
場
法
の
適
用
を
う
く
る
も
の
」
六
七
、
「
其
適
用
を
う
け
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

も
の
」
一
四
六
、
計
二
一
四
で
あ
つ
た
，
全
数
の
七
六
％
、
す
な
わ
ち
一
六
八
の
工
場
及
職
場
が
機
械
鉄
工
業
に
属
し
、
こ
の
機
械
鉄
工
業
に
つ

い
て
「
傭
使
者
」
の
数
で
「
大
工
場
」
（
一
〇
〇
人
以
上
）
、
「
中
工
場
」
（
三
〇
人
乃
至
一
〇
〇
人
）
、
「
小
工
場
及
職
場
」
（
三
〇
人
以
下
）
で
分
類
す
れ

ば
、
大
工
場
二
一
一
（
八
％
）
、
中
工
場
二
四
（
一
四
％
）
、
小
工
場
及
職
場
二
一
二
（
七
八
％
）
、
計
一
六
八
（
一
〇
〇
％
）
で
あ
つ
た
。
「
即
ち
機
械
鉄

工
業
の
七
八
％
は
小
経
営
で
あ
る
。
斯
の
如
き
小
規
模
の
工
場
及
職
場
を
俗
に
「
町
工
場
」
と
称
し
て
居
る
が
、
月
島
は
、
芝
、
本
所
、
深
川
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

共
に
東
京
市
に
於
け
る
機
械
鉄
工
業
の
町
工
場
の
集
中
し
て
居
る
区
域
で
あ
る
」
と
す
で
に
重
層
構
造
的
な
経
営
組
織
と
労
働
市
場
が
形
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
．

　
そ
こ
で
、
月
島
に
お
け
る
機
械
鉄
工
業
の
労
働
事
情
に
つ
い
て
、
ま
ず
機
械
製
作
工
場
の
労
働
と
し
て
、
そ
の
中
心
的
な
職
工
、
機
械
工
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
暫
）

る
施
盤
工
と
仕
上
工
、
更
に
製
罐
工
場
の
労
働
者
と
し
て
製
罐
工
を
と
り
あ
げ
て
、
①
入
職
及
び
技
術
の
習
得
、
②
賃
銀
（
殆
ん
ど
が
受
負
制
度
で
、

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
志
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
一
五
九
五
）
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
（
一
五
九
六
）

一
人
前
の
腕
の
旋
盤
工
の
一
月
平
均
所
得
が
、
六
四
円
五
五
銭
六
厘
で
あ
っ
た
が
、
月
々
の
所
得
は
不
定
で
あ
つ
た
）
、
③
労
働
時
間
（
一
日
実
際
労
働
時
間
は
、

残
業
を
入
れ
て
平
均
十
時
間
で
、
他
に
徹
夜
業
も
あ
り
、
休
日
は
隔
週
日
曜
日
又
は
第
一
及
第
三
日
曜
日
、
祭
日
は
休
目
で
な
か
つ
た
．
）
、
④
職
工
気
質
（
製
罐

工
は
依
然
と
し
て
親
分
子
分
の
風
が
存
し
、
そ
の
意
識
が
可
成
強
い
の
に
対
し
て
、
他
の
機
械
工
で
は
、
漸
次
親
分
子
分
の
関
係
が
消
滅
し
、
強
烈
な
る
個
人
的

独
立
の
意
識
が
次
第
に
発
達
し
つ
つ
あ
つ
た
）
に
触
れ
て
い
る
。
町
工
場
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
「
職
場
の
典
型
的
な
る
も
の
は
小
型
の
施
盤
二
台
、
ボ

ー
ル
盤
一
台
位
を
備
え
．
経
営
者
が
主
た
る
労
働
を
為
し
二
人
三
人
の
傭
使
者
を
働
か
せ
て
居
る
。
而
し
て
傭
使
者
の
殆
ど
大
部
分
を
成
す
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

は
年
期
徒
弟
な
る
少
年
労
働
者
で
あ
る
。
」
町
工
場
の
少
年
労
働
者
は
、
徒
弟
の
時
に
は
傭
主
の
家
に
同
居
し
小
使
銭
と
し
て
一
月
三
円
乃
至
六
、

七
円
を
与
え
ら
れ
、
労
働
時
間
は
全
然
不
規
則
で
あ
つ
た
。

　
　
　
凡
そ
熟
練
せ
る
機
械
工
の
要
件
は
、
目
々
に
進
歩
し
つ
つ
あ
る
多
種
多
用
な
る
機
械
の
使
用
と
作
業
の
如
何
な
る
過
程
に
も
充
分
な
る
、
普
遍
的
の
技
能

　
　
　
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
之
に
因
て
始
め
て
労
働
市
場
を
潤
歩
し
得
る
の
で
あ
る
．
而
し
て
そ
の
為
め
に
は
極
め
て
周
到
懇
切
な
る
技
術
と
学
理
の
教
育
が
基

　
　
　
礎
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
．
然
る
に
今
日
の
徒
弟
は
大
工
場
に
於
て
は
廉
価
な
る
労
働
力
と
し
て
搾
取
を
恣
に
せ
ら
れ
、
小
経
営
に
於
て
は
更
に
焦
燥
な
る
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
　
利
の
犠
牲
た
る
に
甘
ん
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
．
・

　
　
　
　
国
民
保
健
の
為
め
に
は
運
動
の
奨
励
、
体
育
の
普
通
も
素
よ
り
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
等
の
肉
体
と
精
神
と
の
発
育
を
阻
止
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
少
年
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
　
働
者
問
題
を
等
閑
に
附
す
る
報
酬
は
、
単
に
国
民
の
健
康
を
危
ふ
す
る
の
み
で
は
済
む
ま
い
。

　
山
名
義
鶴
は
、
こ
れ
に
対
す
る
「
補
正
策
の
第
一
」
と
し
て
、
工
業
教
育
の
民
主
化
が
一
般
教
育
の
民
主
化
と
共
に
「
時
代
の
最
も
強
烈
な
る

　
　
　
（
31
）

要
求
の
一
」
で
あ
る
と
提
起
し
て
い
た
。
労
働
者
教
育
論
の
観
点
が
色
濃
く
、
高
野
の
い
う
労
働
者
自
ら
の
団
結
・
運
動
に
よ
る
自
助
的
方
法
の

模
索
と
い
う
意
図
と
は
重
な
り
つ
つ
も
、
山
名
の
一
つ
の
個
性
的
な
主
張
で
あ
つ
た
。
当
時
の
熟
練
職
工
の
間
に
工
場
主
と
な
る
べ
く
独
立
自
営

　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

志
向
の
根
強
い
こ
と
、
親
方
請
負
制
が
揺
ぎ
職
工
待
遇
が
変
化
し
つ
つ
も
町
工
場
に
お
け
る
徒
弟
の
労
働
事
情
・
衛
生
状
態
は
戦
藻
す
べ
き
も
の

で
あ
つ
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
の
移
動
も
工
場
で
の
「
雇
入
」
「
離
職
」
数
の
数
値
で
し
か
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

　
⑥
　
月
島
調
査
、
都
市
行
政
と
市
民
生
活
、
都
市
社
会
学
史
と
社
会
学
的
研
究
の
再
検
計
に
つ
い
て
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以
上
「
月
島
調
査
再
考
察
」
と
題
し
て
e
は
じ
め
に
、
の
問
題
提
起
に
続
い
て
主
に
⇔
「
月
島
調
査
」
と
そ
の
背
景
、
㊧
高
野
岩
三
郎
と
「
月

島
調
査
」
、
鱒
「
月
島
調
査
」
の
特
徴
、
と
い
う
諸
側
面
か
ら
『
東
京
市
京
橋
区
月
島
に
於
け
る
実
地
調
査
報
告
』
（
内
務
省
衛
生
員
大
正
一
〇
年
）

を
再
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
月
島
調
査
を
今
日
に
お
い
て
再
考
察
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
の
考
え
を
示
し
て
本
稿
の
結
び
と
し

た
い
。

　
ω
月
島
調
査
は
、
保
健
衛
生
調
査
で
あ
る
が
、
経
済
的
社
会
的
調
査
で
あ
り
、
第
一
次
大
戦
以
降
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
近
代
日
本
に
お
い

て
始
め
て
都
市
人
口
・
都
市
労
働
者
が
急
速
に
大
都
市
に
集
積
し
分
化
し
定
着
し
て
い
く
傾
向
を
示
し
始
め
た
時
期
の
調
査
で
あ
り
、
こ
の
時
期

に
お
い
て
都
市
下
層
の
細
民
や
雑
業
層
、
俸
給
生
活
者
層
と
の
対
応
で
労
働
者
生
活
の
分
析
を
通
じ
て
「
熟
練
職
工
」
の
具
体
的
な
形
成
・
定
着

過
程
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
試
み
は
、
皮
肉
に
も
、
中
軸
を
な
す
産
業
労
働
者
階
級
の
形
成
と
定
着

の
可
能
性
を
部
分
的
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
も
多
く
は
も
ろ
く
も
切
り
崩
さ
れ
や
す
い
不
安
定
な
存
在
と
し
て
写
し
出
さ
れ
た
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
生
活
基
盤
や
生
活
様
式
を
部
分
的
に
は
大
き
く
変
容
さ
せ
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
都
市
下
層
・
最
下
層
、
都
市
自
営
層
と
交
錯
し
つ
つ
揺
れ

動
く
混
在
し
た
生
活
諸
相
を
描
き
出
し
て
い
た
。
産
業
労
働
者
・
都
市
生
活
者
と
し
て
の
生
活
基
盤
を
い
ま
だ
つ
く
り
出
し
て
い
な
い
、
そ
の
再

生
産
の
た
め
の
社
会
的
諸
条
件
を
充
分
も
た
な
い
ま
ま
、
昭
和
の
大
不
況
に
直
面
し
て
い
く
生
活
像
が
如
実
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
月
島
調
査
を
通
じ
て
こ
の
期
の
「
生
活
像
」
を
、
あ
る
い
は
こ
こ
に
描
か
れ
な
い
「
生
活
像
」
を
再
堀
し
て
と
ら
え
直
す
こ
と
は

充
分
に
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

　
㈹
月
島
調
査
は
、
実
践
的
な
意
図
を
も
つ
た
労
働
者
生
活
調
査
、
都
市
社
会
調
査
、
社
会
踏
査
の
先
駆
的
な
試
み
の
一
つ
で
あ
つ
た
が
、
詳
細

に
検
討
し
て
み
る
と
、
調
査
課
題
、
調
査
主
体
、
調
査
対
象
、
調
査
方
法
、
調
査
内
容
に
照
ら
し
て
も
半
ば
挫
折
し
失
敗
し
た
と
い
え
る
．
月
島

調
査
を
通
じ
て
わ
が
国
の
労
働
問
題
の
実
相
を
解
明
し
、
労
働
組
合
の
組
織
化
の
可
能
性
を
検
証
し
よ
う
と
し
た
高
野
の
意
図
は
、
共
に
思
い
半

ぽ
で
中
座
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
し
た
志
は
、
高
野
を
中
心
と
し
た
大
原
社
会
問
題
研
究
所
で
の
諸
活
動
に
託
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
一
五
九
七
）

27



　
　
　
「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
（
一
五
九
八
）

な
る
。
高
野
の
意
図
は
、
内
務
省
保
健
衛
生
調
査
会
の
調
査
と
い
う
こ
と
に
制
約
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
ω
月
島
と
労
働
者
生
活
（
権
田
保
之
助
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8

α9

衛
生
状
態
（
星
野
鐵
男
）
、
圃
労
働
事
情
（
山
名
義
鶴
）
の
各
調
査
員
に
充
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
こ
れ
ら
相
互
の
関
連
づ
け
も
な

さ
れ
て
お
ら
ず
、
労
働
者
生
活
の
総
合
的
・
体
系
的
調
査
と
い
う
よ
り
も
い
く
つ
か
の
断
面
的
調
査
に
終
つ
た
と
い
え
る
．
し
か
し
、
そ
の
後
戦

前
期
に
お
い
て
、
同
様
な
視
座
か
ら
の
よ
り
総
合
的
な
社
会
調
査
研
究
が
試
み
ら
れ
な
か
つ
た
た
め
に
、
月
島
調
査
は
む
し
ろ
特
異
な
存
在
と
し

て
の
過
大
な
評
価
を
受
け
る
か
、
都
市
社
会
学
史
や
日
本
社
会
学
史
に
み
る
よ
う
に
一
報
告
書
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
顧
み
ら
ず
に
全
く
無
視

さ
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
つ
た
．
従
つ
て
、
こ
こ
で
は
月
島
調
査
再
考
察
を
通
じ
て
、
正
当
な
評
価
と
位
置
づ
け
を
求
め
た
い
と
考
え
る
。

　
圃
月
島
調
査
の
中
で
提
起
さ
れ
て
い
る
政
策
的
課
題
は
、
整
理
さ
れ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
報
告
書
の
中
に
各
担
当
者
が
情
熱
の

逆
る
の
を
抑
え
に
抑
え
て
書
き
記
さ
れ
て
い
る
形
で
は
あ
る
が
、
彼
ら
に
よ
つ
て
提
起
さ
れ
た
課
題
は
い
ま
だ
に
政
策
課
題
た
る
意
味
を
失
つ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
景
気
に
刺
激
さ
れ
る
ま
ま
の
無
造
作
な
工
場
立
地
や
地
域
開
発
・
地
域
環
境
破
壊
等
の
地
域
問
題
、
社
会
問
題
の
一
つ

と
し
て
の
娯
楽
問
題
、
殊
に
労
働
者
生
活
と
娯
楽
設
備
の
完
備
、
上
水
道
・
下
水
道
等
の
問
題
と
共
に
労
働
者
住
宅
、
長
屋
住
宅
に
み
る
住
居
間

題
、
年
少
労
働
者
保
護
と
労
働
者
教
育
問
題
等
が
報
告
書
の
中
で
読
み
と
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
市
民
生
活
に
と
つ
て
の
こ
う
し
た
も
つ
と
も
基

礎
的
な
側
面
に
か
か
わ
る
重
要
な
政
策
課
題
が
そ
の
後
も
軽
視
さ
れ
立
ち
遅
れ
続
け
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
．
月
島
調
査
が
、
保
健
衛
生
調

査
お
よ
び
経
済
的
社
会
的
調
査
と
し
て
、
労
働
者
の
具
体
的
労
働
・
作
業
現
場
、
労
働
環
境
、
労
働
条
件
等
の
関
連
で
も
捉
え
る
と
い
う
試
み
は

欠
落
し
て
い
た
が
、
広
く
労
働
者
の
生
活
環
境
、
社
会
的
設
備
と
い
つ
た
側
面
か
ら
、
都
市
行
政
や
社
会
行
政
の
貧
困
、
安
定
し
た
生
活
基
盤
を

も
た
な
い
資
本
主
義
経
済
の
急
速
な
展
開
の
問
題
を
提
示
し
た
と
い
え
る
。
「
地
域
に
お
け
る
都
市
計
画
の
推
進
や
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
建
設
資

材
の
消
費
、
雇
用
の
拡
大
、
さ
ら
に
住
宅
な
ど
生
活
環
境
の
改
善
に
よ
つ
て
と
く
に
耐
久
消
費
財
の
販
路
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と
い
つ
た
、
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

市
民
生
活
に
有
効
需
要
を
見
出
す
こ
と
に
熱
意
が
な
か
つ
た
」
と
い
う
指
摘
は
、
戦
前
・
戦
中
期
ま
で
の
傾
向
に
対
す
る
だ
け
の
も
の
な
の
か
ど

う
か
。
調
査
地
月
島
は
大
正
九
年
公
布
の
都
市
計
画
法
と
市
街
地
建
築
物
法
、
こ
れ
ら
に
よ
る
大
正
一
四
年
0
計
画
区
域
指
定
実
施
、
関
東
大
震



災
、
京
浜
工
業
地
帯
の
形
成
、
昭
和
の
大
不
況
等
に
よ
つ
て
、
大
ぎ
く
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
工
業
地
と
し
て
の
地
盤
を
著
し
く
沈
下
さ
せ
て

　
（
誕
）

い
つ
た
。
月
島
謁
査
は
、
近
代
日
本
の
労
働
者
生
活
問
題
や
都
市
問
題
を
考
え
る
上
で
の
先
駆
的
な
社
会
科
学
的
調
査
研
究
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
㈲
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
都
市
社
会
学
史
の
中
で
は
こ
の
大
正
中
期
・
一
九
二
〇
年
代
前
後
に
試
み
ら
れ
た
月
島
調
査
や
他
の
社
会
調

査
に
全
く
と
い
つ
て
よ
い
程
に
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
本
論
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
シ
カ
ゴ
学
派
に
よ
る

都
市
研
究
が
わ
が
国
に
導
入
紹
介
さ
れ
た
昭
和
初
期
の
時
期
を
も
つ
て
近
代
日
本
の
都
市
社
会
学
が
開
始
さ
れ
た
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
目
本

の
都
市
間
題
、
社
会
問
題
の
現
実
と
の
対
応
関
係
の
中
で
普
遍
さ
れ
た
理
論
学
派
の
生
成
、
あ
る
い
は
導
入
さ
れ
た
理
論
学
派
を
わ
が
国
の
都
市

問
題
、
社
会
問
題
と
の
関
連
で
実
証
し
理
論
化
す
る
試
み
な
し
に
、
導
入
紹
介
さ
れ
た
「
理
論
学
派
」
が
一
人
歩
き
す
る
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
米

林
富
男
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
社
会
学
」
（
一
九
三
二
年
）
の
紹
介
あ
た
り
を
区
切
り
と
し
て
、
目
本
の
都
市
社
会
学
の
位
置
づ
け
を
な
し
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

後
も
こ
れ
を
踏
襲
し
偶
像
化
し
て
き
た
と
も
い
え
る
。
秋
元
律
郎
が
厳
し
く
指
摘
し
た
「
現
実
へ
の
追
随
と
導
入
理
論
へ
の
も
た
れ
か
か
り
」
が

こ
こ
に
も
見
ら
れ
は
し
ま
い
か
。
現
実
の
社
会
問
題
の
内
実
の
な
か
に
こ
そ
視
座
が
広
め
深
め
ら
れ
、
そ
れ
を
の
り
こ
え
る
新
た
な
視
座
が
模
索

さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
月
島
調
査
は
、
挫
折
し
失
敗
し
た
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
医
学
を
も
含
め
た
保
健
衛
生
・
労
働
者
生

活
・
都
市
生
活
に
つ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
包
括
的
な
社
会
調
査
で
あ
り
、
わ
が
国
の
社
会
学
史
、
都
市
社
会
学
史
、
社
会
調
査
方
法
史
の
上
で
も
見

落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
社
会
学
に
お
い
て
は
学
問
と
し
て
の
市
民
権
を
得
る
こ
と
に
意
を
用

い
あ
ま
り
に
、
専
門
領
域
に
枠
づ
け
を
求
め
、
更
に
細
分
化
し
、
既
存
理
論
や
新
興
の
学
説
に
容
易
に
よ
り
か
か
り
す
ぎ
て
ぎ
た
傾
向
が
な
か
つ

た
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
も
一
九
二
〇
年
代
前
後
に
な
さ
れ
た
数
多
く
の
内
外
の
（
都
市
）
社
会
調
査
・
社
会
理
論
・
社
会
思
想
、
そ
し
て
人
々

の
生
き
方
・
暮
し
方
そ
の
も
の
を
も
再
考
察
し
て
お
く
こ
と
は
、
や
は
り
一
つ
の
大
切
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
．

　
（
1
）
　
『
月
島
調
査
』
（
復
刻
版
）
（
生
活
古
典
叢
書
6
）
一
九
七
〇
年
、
光
生
館
、
五
六
頁
。

　
　
　
「
月
島
調
査
覧
再
考
察
（
二
．
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
一
五
九
九
）
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っ
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
（
一
六
〇
〇
）

（
2
）
　
同
書
、
五
五
頁
。

（
3
）
　
石
原
修
「
衛
生
学
上
ヨ
リ
見
タ
ル
女
工
之
現
況
」
（
『
国
家
医
学
会
雑
誌
』
第
三
二
二
号
、
大
正
二
年
十
一
月
）
、
同
「
女
工
と
結
核
」
（
大
正
二
年
十
月
国
家
医
学
会
例
会
講

演
）
、
共
に
『
女
工
と
結
核
』
（
復
刻
版
）
（
生
活
古
典
叢
書
5
）
一
九
七
〇
年
、
光
生
館
、
に
所
収
．

（
4
）
　
内
務
省
衛
生
局
「
静
岡
県
周
智
郡
宇
刈
村
二
於
ケ
ル
保
健
衛
生
状
態
実
地
調
査
報
告
』
（
大
正
一
〇
年
二
月
刊
）
（
大
正
七
年
九
月
下
旬
よ
り
十
二
月
下
旬
に
亙
り
実
施
さ
れ
た

調
査
報
告
）
。
同
『
秋
田
県
本
郡
富
根
村
二
於
ケ
ル
農
村
保
建
衛
生
状
態
実
地
調
査
報
告
』
（
大
正
十
一
年
三
月
刊
）
（
大
正
八
年
十
月
上
旬
よ
り
十
一
月
中
旬
ま
で
調
査
実
施
）
、
同

『
福
井
県
今
立
郡
粟
田
部
村
二
於
ケ
ル
農
村
保
健
衛
生
状
態
実
地
調
査
報
告
』
（
大
正
十
年
二
月
刊
）
（
大
正
七
年
九
月
下
旬
よ
り
十
二
月
下
旬
ま
で
の
調
査
実
施
）
、
同
『
山
口
県
吉

敷
郡
平
川
村
二
於
ケ
ル
農
村
保
健
衛
生
状
態
実
地
調
査
報
告
』
（
大
正
十
年
三
月
刊
）
（
大
正
八
年
六
月
上
旬
よ
り
九
月
上
旬
に
亙
る
調
査
）
な
ど
、
そ
の
他
愛
媛
県
越
智
郡
清
水

村
、
奈
良
県
筒
井
村
、
佐
賀
県
佐
留
志
村
等
に
お
い
て
ほ
ぽ
二
・
三
ケ
月
間
の
極
め
て
短
期
間
の
内
務
省
衛
生
局
に
よ
る
直
接
調
査
が
実
施
さ
れ
た
．
参
考
ま
で
に
『
静
岡
県
周
智

郡
宇
刈
村
二
於
ケ
ル
保
健
衛
生
状
態
実
地
調
査
報
告
』
の
目
次
を
記
し
て
お
く
と
、

第
一
章
　
緒

因㊨㊨㊧⇔e
　
　
　
　
　
論

緒
　
　
　
言

綜
　
　
　
括

調
査
ノ
開
始
及
其
経
過

調
査
地
ノ
地
勢

気
　
　
　
象

風
俗
及
習
慣

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

人
口
及
戸
数

生
産
、
死
産
及
死
亡

住
民
ノ
体
格

糞
便
検
査
ノ
成
績

住
民
ノ
疾
病

飲
食
及
喫
咽

住
　
　
　
居

　
『
統
計
集
誌
』

第
九
章

第
十
章

第
十
一
章

第
十
二
章

第
十
三
章

第
十
四
章

第
十
五
章

飲
　
食
物

飲
料
水
の
検
査

妊
娠
婦
及
幼
児

医
療
機
関

自
殺
及
不
慮
ノ
死
亡

報
徳
社
ノ
概
況

村
勢
一
班

二
階
堂
保
則
「
農
村
の
保
健
衛
生
実
地
調
査
に
就
い
て
」
　
　
　
　
　
四
八
八
・
四
八
九
号
（
大
正
十
年
十
月
・
十
一
月
）
、
内
務
省
衛
生
局
『
農
村
保
健
衛
生
実
地
調
査
成
績
』

昭
和
四
年
、
も
参
照
の
こ
と
。

（
5
）
　
こ
の
月
島
調
査
に
直
接
に
参
画
し
た
高
野
岩
三
郎
、
権
田
保
之
助
、
星
野
鐵
男
、
山
名
義
鶴
な
ど
の
そ
の
後
の
活
躍
と
軌
跡
を
調
べ
て
い
く
こ
と
も
興
味
深
い
課
題
で
あ
り
、

他
の
機
会
に
発
表
を
予
定
し
て
い
る
．
ま
た
直
接
間
接
に
当
時
の
「
月
島
」
の
状
況
（
舞
台
）
に
か
か
わ
つ
た
職
工
、
労
働
運
動
者
、
工
場
主
、
町
工
場
、
町
内
会
、
娯
楽
施
設
等

　
の
軌
跡
の
事
例
史
・
個
人
史
・
社
会
史
的
な
研
究
も
必
要
で
あ
る
。

（
6
）
　
『
月
島
調
査
』
（
前
出
）
、
五
六
頁
．

（
7
）
　
同
書
、
四
八
頁
。

（
8
）
　
同
書
、
八
一
頁
．
な
お
、
明
治
四
一
年
、
大
正
九
年
の
東
京
市
市
勢
調
査
に
よ
れ
ば
．
月
島
地
区
全
体
の
総
人
口
は
、
明
治
四
一
年
一
八
、
、
五
〇
三
人
、
大
正
九
年
二
六
、
九

七
〇
人
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
「
月
島
調
査
」
の
調
査
地
選
定
を
め
ぐ
る
問
題
等
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
社
会
調
査
方
法
史
に
つ
い
て
ー
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
調
査
方
法
の
模
索
と

　
「
月
島
調
査
」
ー
」
『
法
学
研
究
』
（
第
五
三
巻
九
号
）
の
五
三
i
六
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
．
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『
月
島
調
査
』
（
前
出
）
、
一
一
〇
1
琳
二
頁
．

　
　
　
拙
稿
「
社
会
調
査
方
法
史
に
つ
い
て
」
（
前
出
）
。

　
　
　
『
月
島
調
査
』
（
前
出
）
、
七
〇
頁
。

　
　
　
同
書
、
二
一
頁
。

　
　
　
同
書
、
一
二
二
i
一
一
四
頁
。

　
　
　
拙
稿
「
社
会
調
査
方
法
史
に
つ
い
て
」
（
前
出
）
。

　
　
　
『
月
島
調
査
』
（
前
出
）
、
四
九
頁
．

　
　
　
同
書
、
五
六
頁
。

　
　
　
高
野
岩
三
郎
「
本
邦
社
会
統
計
資
料
解
説
」
高
野
編
『
本
邦
社
会
統
計
論
』
（
経
済
学
全
集
第
五
二
巻
、
改
造
社
、
昭
和
八
年
、
所
収
）
、
四
一
九
頁
、
同
「
本
邦
に
於
け
る
社

　
　
　
『
月
島
調
査
』
（
前
出
）
、
五
八
ー
五
九
頁
。

　
　
　
同
書
、
六
〇
頁
。

　
　
　
同
書
、
九
九
頁
。

　
　
　
権
田
保
之
助
「
労
働
者
及
び
小
額
俸
給
生
活
者
の
家
計
状
態
比
較
」
（
『
大
原
社
会
間
題
研
究
所
雑
誌
』
第
四
巻
一
号
）
『
家
計
調
査
と
生
活
研
究
』
（
生
活
古
典
叢
書
7
）
所

　
　
　
一
九
七
一
年
、
光
生
館
、
一
四
八
－
一
四
九
頁
。

　
　
　
『
月
島
調
査
』
（
前
出
）
、
一
五
六
頁
．

　
　
　
同
書
、
一
八
七
頁
。

　
　
　
同
書
、
二
〇
六
頁
。

　
　
　
こ
の
時
点
で
の
工
場
法
の
適
用
範
囲
は
、
職
工
一
五
人
以
上
と
危
険
有
害
工
場
の
内
職
工
一
五
人
未
満
の
工
場
と
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
『
月
島
調
査
』
（
前
出
）
、
二
一
八
頁
．

　
　
　
同
書
、
二
一
九
i
二
二
〇
頁
。
「
兎
に
角
機
械
工
た
る
入
職
門
は
徒
弟
及
び
見
習
で
あ
る
が
、
其
相
当
の
技
能
を
習
得
す
る
や
多
く
は
、
彼
の
渡
り
職
人
の
如
く
所
々
の
工
場

　
　
一
、
旋
盤
工
　
三
十
二
歳
．
明
治
三
十
九
年
（
十
八
歳
）
鉄
道
作
業
局
長
野
工
場
に
旋
盤
見
習
と
し
て
入
職
、
同
四
十
一
年
一
月
罷
工
の
為
解
雇
、
上
京
東
京
大
崎
鉄
工
場
に
半

　
　
二
、
旋
盤
工
　
二
十
七
歳
。
明
治
四
十
一
年
十
月
（
十
六
歳
）
鉄
道
院
岩
見
沢
（
北
海
道
）
工
場
に
旋
盤
見
習
工
と
し
て
入
職
、
翌
年
三
月
鉄
道
院
新
橋
工
場
（
東
京
）
四
十
三

年
四
月
辞
職
、
芝
区
の
町
工
場
を
渉
り
歩
く
こ
と
二
年
、
其
問
大
阪
神
戸
広
島
に
走
り
た
る
こ
と
あ
り
、
技
術
の
練
磨
は
多
く
は
比
期
間
な
り
、
四
十
五
年
芝
に
て
機
械
工
場
（
旋

会
事
実
の
調
査
方
法
に
就
て
」
『
月
刊
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
一
巻
一
号
（
昭
和
九
年
七
月
）
、
四
頁
。

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
16
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）収

、

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）を
転
々
し
て
其
技
を
研
く
、
今
旦
二
十
歳
前
後
の
施
盤
工
、
仕
上
工
に
し
て
其
移
動
し
た
る
工
場
五
を
数
へ
ざ
る
者
は
始
ど
稀
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
二
、
三
の
事
列
を
挙
げ
て
い
る
。

年
、
足
尾
銅
山
精
煉
所
に
一
月
、
東
京
深
川
雨
宮
鉄
工
所
に
半
年
、
四
十
二
年
春
呉
海
軍
浜
兵
廠
、
大
正
五
年
東
京
芝
浦
製
作
所
、
六
年
五
月
東
京
石
川
島
造
船
所
．

「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
占
8

三
一

（
一
六
〇
一
）
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）

盤
三
台
）
を
自
営
、
損
失
の
為
四
箇
月
に
て
廃
業
、
同
年
夏
石
川
島
造
船
所
、
大
正
三
年
九
月
北
海
道
室
蘭
製
鋼
所
、
同
年
十
二
月

入
営
、
大
正
五
年
十
二
月
除
隊
、
茨
城
県
目
立
鉱
山
製
作
所
、
七
年
十
一
月
岩
淵
製
鋼
所
、
九
年
六
月
東
京
新
潟
鉄
工
所
月
島
分
工

場
。　
三
、
旋
盤
工
　
二
十
九
歳
。
明
治
三
十
八
年
（
十
五
歳
）
長
崎
松
尾
鉄
工
所
に
徒
弟
（
年
期
七
年
）
と
し
て
入
職
、
同
四
十
五
年

呉
海
軍
工
廠
、
大
正
二
年
大
阪
田
浦
鉄
工
所
、
同
市
福
岡
鉄
工
所
、
藤
村
鉄
工
所
、
大
正
四
年
神
戸
川
崎
造
船
所
、
五
年
岡
山
玉
造

造
船
所
、
大
正
七
年
神
戸
製
鋼
所
、
神
戸
高
尾
造
船
所
、
同
伊
勢
造
船
所
、
大
正
八
年
東
京
石
川
島
造
船
所
。
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二
十
年
の
告
白
e
I
㈱
」

　
一
五
年
．

（
3
3
）
　
柴
田
徳
衛
『
現
代
都
市
論
（
第
二
版
）
』
一
九
七
六
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
二
二
頁
．

（
34
）
　
月
島
全
体
の
世
帯
数
お
よ
び
人
口
数
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
に
は
四
、
九
四
九
世
帯
、
一
八
、
五
〇

三
人
、
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
に
は
六
、
〇
七
九
世
帯
、
二
六
、
九
七
〇
人
、
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
に
は
三
、
八
七
九
世

帯
、
一
七
、
一
五
〇
人
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
は
六
、
九
二
一
世
帯
、
三
〇
、
一
五
九
人
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
に

は
七
、
八
八
三
世
帯
（
普
通
世
帯
）
、
三
六
、
七
六
〇
人
、
と
増
加
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
表
1
4
の
工
場
数
及
び
職
工
数
の
推
移

　
で
は
、
工
場
数
（
計
）
で
昭
和
期
に
入
つ
て
、
昭
和
一
〇
年
に
三
六
〇
工
場
と
増
え
て
い
る
も
の
の
、
職
工
数
（
計
）
で
は
昭
和
一

〇
年
に
五
、
六
六
三
人
で
大
正
一
〇
年
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
一
工
場
あ
た
り
の
職
工
数
は
大
正
一
〇
年
に
二
五
・
三
人
、
昭
和

五
年
に
一
二
・
五
人
、
昭
和
一
〇
年
に
一
五
・
七
人
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
月
島
の
工
場
・
工
場
街
は
零
細
化
、
町
工
場
化
し
分

解
過
程
を
余
儀
な
さ
さ
れ
て
い
つ
た
．
京
橋
月
島
新
聞
社
編
『
月
島
発
展
史
』
（
昭
和
十
五
年
七
月
刊
）
の
「
事
業
と
人
物
」
篇
の
事

例
に
み
る
よ
う
に
、
幾
多
の
苦
難
と
遍
歴
の
も
と
に
、
多
く
は
熟
練
職
工
を
経
て
町
工
場
主
、
自
営
業
主
、
経
営
者
等
に
な
つ
て
い

　
つ
た
人
達
も
い
る
が
、
す
で
に
高
野
岩
三
郎
ら
に
よ
つ
て
「
熟
練
職
工
」
を
対
象
と
し
て
「
月
島
調
査
」
が
実
施
さ
れ
て
い
た
当
時

　
に
、
他
方
で
は
芝
区
新
網
町
、
深
川
区
富
川
町
・
本
村
町
・
猿
江
裏
町
、
下
谷
区
金
杉
町
と
共
に
京
橋
区
月
島
も
細
民
調
査
の
対
象

地
区
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
一
面
も
あ
つ
た
　
（
荒
木
浅
雄
「
東
京
市
内
細
民
の
世
帯
及
人
口
に
関
す
る
統
計
的
観
察
e
・
⇔
」
『
統

同
書
、
二
二
六
頁
。

同
書
、
二
二
七
頁
。

同
書
、
二
二
八
頁
。

同
書
、
二
二
七
頁
。

村
松
民
太
郎
「
職
工
の
技
術
と
機
械
工
業
の
発
達
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
五
一
七
号
、
明
治
四
三
年
三
月
、
暗
涙
生
「
職
工
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
友
愛
新
聞
』
大
正
三
年
四
月
一
五
日
ー
八
月
一
五
日
、
京
橋
月
島
新
聞
社
編
『
月
島
発
展
史
』
昭
和

表14．月島の工場数及び職工数（大正10年，昭和5年，昭和10年）

＝
一
二
　
　
　
（
一
山
ハ
〇
二
）

適　用　工　場 非適用工場 総　　　計

工場数
職工数

工場数
職工数

工場数
職工数

男 女 計 男 女 計 男 女 計

1921（大正10）

1930（昭和5）

1935（昭和10）

65

81

119

4，737

3，597

4，757

426

52

222

5，163

3，649

4，979

158

263

241

456

646

666

14

20

18

470

666

684

223

344

360

5，193

4，243

5，423

440

72

240

5，633

4，315

5，663

資料：『警視庁統計書（大正10），（昭和5），（昭和10）』

（注，工場法適用・非適用別の工場を示す。大正10年は12月末日，昭和5，10年は10月1日現在である。）
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計
集
誌
』
大
正
一
〇
年
一
一
月
、
一
二
月
）
。

　
計
画
区
域
指
定
に
お
け
る
「
未
指
定
地
域
」
、
大
震
災
、
昭
和
初
期
の
大
不
況
期
の
も
と
で
の
大
ぎ
な
打
撃
を
う
け
つ
つ
、
戦
時
体
制
化
の
進
む
中
で
、
軍
需
工
業
の
躍
進
に
と

も
な
い
月
島
の
工
業
は
再
び
活
況
を
呈
し
て
い
つ
た
．
「
支
那
事
変
勃
発
以
来
月
島
の
工
業
は
俄
然
と
し
て
躍
進
を
遂
ぐ
る
に
至
り
、
銃
後
に
於
け
る
産
業
人
の
報
国
運
動
は
官
民

協
力
の
下
に
全
産
業
人
打
つ
て
一
丸
と
な
り
国
家
的
使
命
を
達
成
す
べ
く
、
産
業
報
国
運
動
は
全
国
を
挙
げ
て
勃
興
し
各
職
場
を
単
位
と
し
て
産
業
報
国
会
の
結
成
を
見
つ
つ
あ
つ

た
が
、
月
島
に
於
つ
て
は
昭
和
十
四
年
八
月
石
川
島
自
彊
会
を
始
め
と
し
て
有
力
三
十
二
工
場
は
卒
先
産
業
報
国
会
を
組
織
し
・
…
・
其
後
更
に
十
六
工
場
の
産
業
報
国
会
の
結
成
と

参
加
が
あ
り
」
、
昭
和
一
五
年
四
月
一
日
現
在
に
於
て
は
九
〇
の
産
業
報
国
会
が
結
成
さ
れ
て
い
つ
た
（
前
出
・
『
月
島
発
展
史
』
一
七
〇
頁
）
．
工
場
も
住
民
も
臨
戦
体
制
に
備
え

　
つ
つ
、
戦
争
体
制
に
動
員
さ
れ
て
い
つ
た
が
、
戦
前
期
、
戦
中
期
を
通
じ
て
、
月
島
は
、
都
市
下
町
・
都
心
部
推
移
地
帯
に
あ
つ
て
、
佃
島
の
漁
業
関
係
地
区
、
そ
し
て
工
場
街
、

労
働
者
街
、
商
店
街
と
し
て
の
特
異
な
地
域
を
形
成
し
存
続
さ
せ
て
い
た
と
い
え
る
。

（
3
5
）
　
わ
が
国
の
都
市
社
会
学
の
出
発
点
は
、
奥
井
復
太
郎
の
体
系
的
研
究
書
『
現
代
大
都
市
論
』
（
昭
和
一
五
年
）
に
求
め
ら
れ
る
が
、
同
書
の
中
で
も
奥
井
は
「
雑
誌
『
社
会
学
』

第
一
号
に
於
け
る
米
林
富
男
氏
の
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
社
会
学
」
は
シ
カ
ゴ
学
派
の
理
論
を
紹
介
す
る
も
の
に
し
て
漸
く
都
市
社
会
学
研
究
の
機
運
の
熟
せ
る
を
み
る
事
が
出
来

る
」
（
同
書
、
三
七
頁
、
お
よ
び
奥
井
「
都
市
社
会
学
の
一
考
察
」
『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
二
六
巻
一
〇
号
、
昭
和
七
年
一
〇
月
、
一
八
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
．
米
林
富
男
「
ア
メ

リ
カ
の
都
市
社
会
学
－
特
に
シ
カ
ゴ
学
派
の
生
態
学
的
研
究
に
つ
い
て
ー
」
（
田
辺
寿
利
・
古
野
清
人
編
『
社
会
学
』
第
一
号
、
森
山
書
店
、
昭
和
七
年
五
月
）
は
、
パ
ー
ク
、

パ
ジ
ェ
ス
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
i
等
を
中
心
に
シ
カ
ゴ
学
派
の
「
人
類
生
態
学
（
言
巨
導
Φ
8
一
品
気
）
」
（
九
頁
）
の
研
究
動
向
の
基
本
的
諸
特
徴
、
特
に
人
口
の
移
動
性
・
流
動
性
を

重
視
し
た
研
究
特
徴
を
紹
介
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
こ
の
米
林
論
文
を
読
む
う
え
で
、
研
究
仲
間
の
唐
沢
和
義
氏
に
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
い
た
．
記
し
て
感
謝
す
る
次
第

で
あ
る
。
）
都
市
の
単
な
る
生
態
学
研
究
に
と
ど
ま
る
動
向
に
対
し
て
、
奥
井
復
太
郎
や
、
新
明
正
道
（
新
明
「
都
市
社
会
学
の
構
造
に
就
て
」
『
社
会
事
業
研
究
』
第
二
五
巻
一
号
、

昭
和
二
一
年
一
月
、
「
都
市
社
会
学
の
方
法
論
的
考
察
」
『
都
市
間
題
』
第
三
〇
巻
六
号
、
昭
和
一
五
年
六
月
）
は
、
批
判
し
て
い
た
が
、
わ
が
国
の
労
働
問
題
、
都
市
問
題
の
現
実

的
な
生
成
と
の
関
連
の
も
と
で
都
市
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
座
は
明
確
で
な
か
つ
た
．

（
3
6
）
　
秋
元
律
郎
『
日
本
社
会
学
史
ー
形
成
過
程
と
思
想
構
造
ー
』
一
九
七
九
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
九
四
頁
。

　
付
　
記
　
わ
れ
わ
れ
は
、
昭
和
五
五
年
度
・
五
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
（
総
合
研
究
A
）
を
受
け
て
「
大
都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活

構
造
の
変
化
」
の
研
究
課
題
の
も
と
に
、
東
京
都
中
央
区
月
島
地
区
で
の
調
査
を
共
同
研
究
で
進
め
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
は
そ
の
歴
史
研
究
篇
の
一
部
を

な
す
も
の
で
あ
る
。
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「
月
島
調
査
」
再
考
察
（
二
・
完
）

一
ニ
コ
一
　
　
（
一
山
ハ
〇
一
二
）


